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ワイヤレス センシング ビューア 

ＭＴ１２－７０１ 

取扱説明書 



文書 No.95691-2255-0000 

ＮＥＣ三栄株式会社 

ワイヤレスセンシングビューア ＭＴ１２－７０１ 

取扱説明書正誤表 
 

ＰＨＳアクセスユニット（ＰＡＵ－５０２ＲＳ）定格変更されております。 

◆１－３． ＰＣ側送受信装置（推奨機種） 
ＰＨＳアクセスユニット 

（ＰＡＵ－５２１ＲＳ） 

メーカー ＮＥＣ製 

概要 公衆、自営に対応（コマンド切換） 

ＲＳ－２３２ＣによりＰＣと接続（ストレートケーブル使用 

 

◆４－３． 初期設定 

・ＩＮＩファイル変更ユーティリティは、ＷＳＶ起動中の設定を受け付けません。 

次回ＷＳＶ起動時に設定が有効となります。 

初期設定変更時は、ＷＳＶを閉じてからおこなうようにしてください。 

・通常通信用ポート、警報受信用ポートに同一ポートを指定した場合、 

 [機器登録]→[ＴＥＬ番号登録]（Ｐ３２）画面にて、通常通信用・警報受信用電話番

号入力時同一の電話番号を入力してください。電話番号を誤って入力すると、通

信動作ができなくなる場合があります。 

 

◆７－２． 回転体振動ユニットの設定 アナログ入力設定 

 ４）センサ感度補正について 

  別途ご購入の加速度センサに添付されています、検査成績書にあるセンサ毎

の感度差を補正する機能です。 

  センサー感度を設定することで、“１ｍＶ／m/s2  ” に調整されます。 

  以下の処理をおこなっています。 

  加速度値 ×               ＝ 実際の加速度 

 

 

 

 

 

     １ 

センサ感度補正値 
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◆１０－４． データ収録と表示更新時間 

◆２０－５－３． 表示更新間隔 

ユニット数によるサンプル間隔、収録時間、表示更新時間の関係について。 

ユニット数が増えると、データの欠測を防ぐために、表示更新時間の最小値が長 

くなります。 

１通信ポート時、以下の修正点があります。 

 収録間隔と表示更新時間（１通信ポート時） 修正前  
ユニット数 サンプル間隔   収録間隔   表示更新時間 

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ     

1～2 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 1 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

11 ～ 16 ２ｓ 5 ｓ ～ 12 ｈ 15 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

17 ～ 22 ２ｓ 5 ｓ ～ 12 ｈ 20 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

23 ～ 33 ２ｓ 5 ｓ ～ 12 ｈ 30 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

71 ～ 100 15ｓ～１ｈ 15 ｓ ～ 24 ｈ 90 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

 

 

 収録間隔と表示更新時間（１通信ポート時） 修正後  
ユニット数 サンプル間隔   収録間隔   表示更新時間 

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ     

2 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 3 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

11 ～ 16 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 15 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

17 ～ 22 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 20 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

23 ～ 33 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 30 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

71 ～ 100 ２０ｓ～１ｈ 20 ｓ ～ 24 ｈ 90 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

 

注）表示更新時間は２４時間が最大となります。 

表示更新時間は収録時間より小さくは設定できません。 

◆１１－３． 警報メール設定 

・送信メッセージ入力文字数は、全角で６４文字(半角１２８文字)まで入力可能です。 

・Ｅ－ｍａｉｌであれば、送信先メールアドレスの制限はありません。 

※監視ＰＣ（ＷＳＶをインストールするＰＣ）のネットワーク設定については、ネット 

ワーク管理者の指示により設定してください。 
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◆１２－１． 監視開始 

・監視開始前の注意事項 

 

 

 

・開始時刻指定 

開始時刻指定で監視開始する場合、『現在時刻＋表示更新時間の最短値』から設

定が可能となります。現在の時刻から、すぐ後の時刻指定では設定エラーとなる場

合がありますので、余裕を持った時刻設定にしてください。 

※表示更新時間の最短値：ユニット数により決まる、表示更新時間の最短値です

（上記、収録間隔と表示更新時間を参照ください） 

 

◆１２－３． トレンド表示 

メニューの［表示］→［トレンドグラフ］を選択するとトレンドグラフ表示されます。 

この時、表示モードは必ず トレンド表示となります。 

 

◆１２－４． 詳細一覧表示 

メニューの［表示］→［詳細一覧表示］を選択すると詳細一覧表示画面を開きます。

現在設定されている各設定情報を表示しています。 

ここでの［状態表示］の状態とは、各信号タグの状態を表しています。 

（取扱説明書：Ｐ５９→ ６）“状態表示”の説明参照ください） 

待機中ユニットの各信号タグ状態表示は“ＯＦＦ”となります。 

 

◆注意 

 

 

【注意】 サンプル間隔・収録間隔の関係により、ＭＴ１２００の設定を更新しなけれ

ばいけない場合があるため、監視開始をする前に必ず全ユニットの設定

を行なってください。 

【注意】 本アプリケーションでは、文字入力時に ‘ （半角シングルクォーテーション）

を使用することができません。 



末長くお使いいただくために 
 

ＮＥＣ三栄株式会社 

 
当社製品をご購入いただきありがとうございます。 
 
当社では、ご購入いただいた製品を末長くご使用いただくために、次のような保守サービス体制 
 
でのぞんでおります。 
 

 

１． 保証期間 

ご購入いただいた日より一ヶ年を保証期間とし万一故障が発生した場合に無償で修理させてい

ただきます。（ただし、発生した故障が当社の責任の場合に限ります。） 

 

２． 保証期間を過ぎた場合の保守サービス 

保証期間を過ぎた場合には有償で修理サービスを承っております。 

また、お客様のご要望によりオーバーホールも承っております。 

 

３． 保守契約のおすすめ 

当社ではご購入いただいた製品を常に安心して、ご使用いただくために定期点検保守も行ってお

ります。校正費用＋αの料金にて、製品保証をさせていただいております。 

詳しくは保守サービス料金表をご参照下さい。 

 

 

 ＮＥＣ三栄株式会社 

 本社         〒190-8537 東京都立川市曙町１－２５－１２ 

            TEL ０４２（５２２）０４１１㈹ FAX ０４２（５２２）０４２１ 

 

 

（修理） 

 東日本地区（委託）  日本電子応用株式会社 府中ＦＥセンター 

            〒183-0006 東京都府中市緑町３－１６－７ 

            TEL ０４２（３３５）６７６５㈹ FAX ０４２（３５２）７４８２ 

 

 西日本地区（委託）  日本電子応用株式会社 大阪ＦＥセンター 

            〒564-0063 大阪府吹田市江坂町２－１３－１３（池上ビル） 

            TEL ０６（４８６１）６１１０㈹ FAX ０６（４８６１）２２９８ 

 

 原子力ＦＥセンター  ＮＥＣ三栄株式会社 関西支店 

            〒531-0073 大阪府大阪市北区本庄西２－１７－１１（ＯＳＴビル） 

            TEL ０６（６３７５）１８１０㈹ FAX ０６（６３７６）３１５３ 
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はじめに 

 

この度は、ワイヤレスセンシングモニタ ＭＴ１２００（以下、ＭＴ１２００と称す。）をお買い上げ、まことにありがとうございま

す。ご使用の際には、ＭＴ１２００本体の取扱説明書と共に本ソフトウェア取扱説明書をお読み頂き、正しくお取り扱い下さるよ

うお願い申し上げます。 

本説明書は、ＭＴ１２００を管理するＷｉｎｄｏｗｓ用アプリケーションソフト「ワイヤレスセンシングビューア」の取扱いについて説

明させていただくものです。ＰＨＳワイヤレス監視システムを正しく動作させ、安全にご使用いただく為に必要な知識を提供す

る為のものです。内容について不明な点がございましたら、当社営業担当にお問い合わせ下さい。 

 

 

ご使用になる前に 

 

●開梱の際には 

冬季の寒い時期などに急に暖かい部屋で開梱いたしますと、ＣＤ－ＲＯＭの表面に露を生じ動作に異常をきたすおそれ

がありますので、室温に馴染ませてから開梱するようお願いいたします。 

 

●梱包内容の確認 

本製品は十分な検査を経てお客様へお届けいたしておりますが、ご受領後開梱しましたら、ＣＤ－ＲＯＭ外観に損傷がな

いかご確認下さい。また、本製品の仕様，付属品等につきましてもご確認をお願いいたします。万一、損傷・欠品等がござ

いましたら、ご購入先にご連絡下さい。 

 

●取扱い上の注意 

 ＭＴ１２００本体の取扱の注意事項についてはＭＴ１２００本体取扱説明書をご熟読下さい。 

誤った取扱いをしますと、誤動作や故障の原因となります。 

 

 本ソフトウェアをインストールするＰＣおよびディスプレイの取扱い上の注意事項については、コンピュータ（以下、ＰＣま

たは監視用ＰＣと称す。）およびディスプレイに付属の取扱説明書をご覧下さい。 

 

 ＰＨＳモデム、ＰＨＳアクセスユニットＰＡＵ－５０２ＲＳ（以下、ＰＡＵ－５０２ＲＳと称す。）等のＰＣに接続する機器につい

ては、動作確認を実施した推奨品をご使用下さい。 

 

 監視用ＰＣの仕様等、本ソフトウェアの十分な性能を発揮する為に必要な条件については厳守して下さい。 

 

 本ソフトウェアは、自営、公衆のＰＨＳシステムを利用した監視システムを実現しますが、電波強度や電波障害等の影響

により使用できないことがあります。事前の通信環境の確認をお奨めします。 

 

 定時報告書作成、出力用のＭｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｘｃｅｌ以外の本ソフトウェアと関係のないＷｉｎｄｏｗｓアプリケーションを同時に動

作させないで下さい。動作エラー等を引き起こすおそれがあります。 

また、Ｗｉｎｄｏｗｓシステムに関するデフラグや省電力設定なども設定しないで下さい。 

 

 本ソフトウェアの操作方法を理解している人以外の使用を避けて下さい。 

 

 ＮＥＣ三栄株式会社は、本ソフトウェアを使用した運用の結果に関しては、一切その責任を負うものではありません。 
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保証要項 

 

本ソフトウェアは、Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００のプリインストール機器にて動作確認を行っております。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００へアップグレードした機器での不具合やＷｉｎｄｏｗｓに起因する不具合、本システムに想定されていない周辺

機器との相性の問題については保証できません。 

また、本ソフトウェアの不具合についてはできる限りの対応を取らせていただきますが、不具合によるお客様の収録データに

ついては保証しかねますのでご了承下さい。 

 その他、ソフトウェアのご使用条件については、別紙添付の「ソフトウェアのご使用条件」をご熟読下さい。 

 

本ソフトウェアが管理対象とするＭＴ１２００は、一般工業機器です。高い信頼性を要求される設備監視機器や人名、火災に

関わる監視機器としてのご使用は意図されておりません。本システムの構成機器の故障、インフラの通信障害、通信異常に

よるデータの欠測、警報異常に起因する人身事故、火災事故、社会的な責任が生じても、当社ではいかなる責任も負いかね

ます。 

 

ＰＨＳ監視システムを構成する機器の修理や機器校正などのご要求は、最寄りの支店・営業所，または販売店へご相談下

さい。その場合には、本ソフトウェアのバージョン情報、使用機器の形式（ＭＴ１２００のタイプ(ＭＴ１２－１０１、ＭＴ１２－１０２

等)，製造番号，機器バージョン情報、通信インフラの種類（ＰＢＸ接続、公衆キャリア利用等）及び故障状況の詳細をお知らせ

下さい。 

 

 

ソフトウェア著作権について 

 

本ソフトウェアの著作権は、日本国憲法、国際著作権条例によって保護され、ＮＥＣ三栄株式会社が保有しています。 

本ソフトウェアと同時に配布するマイクロソフトデータベースエンジン（ＭＳＤＥ）は、マイクロソフト（株）の製品です。 

単独で再配布することはできません。 

本ソフトウェアと同時に配布するＬａｂＶｅｉｗランタイムエンジンおよびＮＩ－ＶＩＳＡ は、ナショナルインスツルメンツ（株）の製

品です。 
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１．動作環境 

 

１－１．監視ＰＣ仕様 

本ソフトウェアは、Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００プリインストールＰＣにて動作確認を行っております。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００へアップグレードしたＰＣでの動作や、以下の本システムに想定されていない周辺機器との接続に

ついては動作保証できません。 

 

対応ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００（＋サービスパック２以上推奨） 

ＣＰＵ速度 ５００ＭＨｚ（推奨１ＧＨｚ）以上 

メモリ容量 １２８ＭＢ（推奨２５６ＭＢ）以上 

ハードディスク容量 ２０ＧＢ（推奨４０ＧＢ）以上*2 

ディスプレイ解像度 １０２４×７６８以上（表示は１０２４×７６８固定） 

データ送受信用インタフェース ＲＳ－２３２Ｃポート  １ポートまたは２ポート＊１ 

ＰＣ側ＰＨＳ送受信装置 ＰＡＵ―５０２ＲＳ（NEC製） 

アプリケーションソフト ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＥｘｃｅｌ ２０００または２００２ 

（定時報告書作成、出力用） 

＊１ 機器設定・データ収集用と警報待受用にＰＨＳ回線を２回線使用しますと、更に高い信頼性を確保できます。 

＊２ 本ソフトウェアをインストールする際にディスク容量は、最低でも５ＧＢ以上必要です。 

 

１－２．ワイヤレスセンシングモニタのタイプ 

 

 

温度・電圧ユニット 

（ＭＴ１２－１０１） 

 

 

熱電対（Ｋ,Ｅ,Ｊ,Ｔ）、サーミスタ温度計、ＤＣ電圧、電流（4～20mA）、無電圧接点、パルスカウ

ント、ＯＮ時間計測、イベント時刻記録、パルス波形の入力モードに対応 

 

回転体振動ユニット 

（ＭＴ１２－１０２） 

 

 

振動シビアリティ測定＊３（加速度，速度，変位），ベアリング（Ｈ関数準拠＊４）、パルスカウン

ト、ＯＮ時間計測、イベント時刻記録、パルス波形の入力モードに対応 

 

接点ユニット 

（ＭＴ１２－１０４） 

 

 

無電圧接点、パルスカウント、ＯＮ時間計測、イベント時刻記録、パルス波形の入力モード

に対応 

 

パルスユニット 

（ＭＴ１２－１０５） 

 

 

パルスカウント、ＯＮ時間計測、イベント時刻記録、パルス波形の入力モードに対応 

＊３ JIS B 0907-1989 に準拠しています。 

＊４ Ｈ関数はＩＭＶ株式会社殿が定める測定条件に準拠しています。 

 

１－３．ＰＣ側送受信装置（推奨機種） 

 

ＰＨＳアクセスユニット 

（ＰＡＵ－５０２ＲＳ） 

メーカー ＮＥＣ製 

概要 公衆、自営に対応（コマンド切換） 

ＲＳ－２３２ＣによりＰＣと接続（ストレートケーブル使用） 
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２．システム概要 

 

２－１．監視ＰＣとＭＴ１２００の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監視ＰＣでは、定期的にＭＴ１２００へ電話をかけ収録されているデータを吸い上げ、蓄積・表示していますが、ＭＴ１

２００で異常を認識すると監視ＰＣへ電話をかけ異常を知らせることができます。（パルス入力の積算モード時を除く）。 

複数台のＭＴ１２００で監視システムを構築している場合、全てのＭＴ１２００のデータを吸い上げる時間を“表示更新時

間”と云います。 この表示更新時間は、使用するＭＴ１２００の数と収録速度により最高速度が制限されています。 

 

 

２－２．通信インフラとの接続について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １）構内交換機（ＰＢＸ）による内線接続 

ＭＴ１２００、ＰＡＵ－５０２ＲＳを構内交換機の内線として使用する為には、構内交換機に内線登録しなければなりま

せん。交換機により登録方法が異なりますので、お客様の構内交換機を管理されている取引業者にお問い合わせ下

さい。また、お近くに構内交換機でＰＨＳを使用している企業がある場合、相互に干渉する場合があります。干渉する

（接続しにくくなる）場合には相互の構内交換機で同期をとるか、お互いに電波強度を弱める等の対策を取る必要があ

ります。電波強度計で周囲の電波状況を確認することをお奨めします。 

 

 

 

 

 ２）ＰＨＳ公衆網による接続 

ＭＴ１２００、ＰＡＵ－５０２ＲＳ共に（株）ＮＴＴドコモ、ＤＤＩポケット（株）、（株）マジックメール（ＡＳＴＥＬ電話サービス）の

何れかと公衆契約し使用することができます。(いづれも安価なテレメタリングサービスを利用することができます。) 

その際、使用される周囲で契約を希望するＰＨＳ網の電波が届くかどうか電波状況を確認することをお奨めします。 

 

【通信インフラ】 

１．構内交換機（ＰＢＸ）  

２．ＰＨＳ公衆網（ＮＴＴドコモ、ＤＤＩポケット、ＡＳＴＥＬ電話サービス） 

表示更新時間 

ＰＣからＭＴ１２００へ電話をかけ

設定やデータ収録を行います 

警報時はＭＴ１２００から 

ＰＣへ電話をかけます 

監視ＰＣ 

 
本ソフトウェアを 

インストールします 

ＭＴ１２００ 
ＰＡＵ―５０２ＲＳ 

【注意】ＭＴ１２００を使用する為、構内交換機の機能として、ＰＩＡＦＳ対応のデータ通信をサポートしている必要があります。 
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３．インストール 

 

 確認  

   これより本ソフトウェアーのインストールを開始するにあたり、もう一度、ハードディスクの容量が２０ＧＢ以上ある 

   ことを確認してください。 

 準備  

    インストール作業を行う前に、他のアプリケーションソフトウェアをすべて終了してから行ってください。 

 

３－１．インストール手順 

以下の順序でインストールを行います。プログラムはＣＤ－ＲＯＭで供給いたします。 

手順① ワイヤレスセンシングビューア（以下、ＷＳＶと称す。）、 

     バックアップファイルビューア（以下、ＢＦＶと称す。）、 

     イニファイルユーティリティ（以下、ＩＦＵと称す。）のインストール。 

手順② ＬａｂＶｉｅｗランタイムエンジンのインストール。 

手順③ ＮＩ－ｖｉｓａ２．６のインストール。 

手順④ 再起動 

手順⑤ マイクロソフトデータベースエンジン（以下、ＭＳＤＥと称す。）のインストール。 

手順⑥ ＭＳＤＥサービスパック３（以下、ＭＳＤＥ ＳＰ３と称す。）のインストール。 

手順⑦ 再起動 

手順⑧ データベースの作成。 

 

ＣＤ－ＲＯＭをＰＣのドライブにセット後、自動的にＣＤ－ＲＯＭが動作し、最初にＷＳＶ（ワイヤレス・センシング・ビューア）

インストール画面が表示されます。 

そのインストール画面に従ってこれよりインストールを行っていきます。 

 

３－２．ＷＳＶ、ＢＦＶ、ＩＦＵ及びＬａｂＶＩＥＷランタイムエンジンのインストール 

１） ＣＤ－ＲＯＭをＰＣにセットすると、自動的にインストール画面が表示されます。 

   次に、ＷＳＶ＆ＲｕｎＴｉｍｅ Ｅｎｇｉｎｅ インストールのボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＤ内フォルダ構成 

ＷＳＶ＆ＲｕｎＴｉｍｅ Ｅｎｇｉｎｅ 

インストール 

のボタンをクリックする。 
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       初めて、インストールする場合は、インストール先のフォルダを指定し、  次へ  をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） セットアップタイプを選択します。 

「標準（ＷＳＶとＢＦＶ）」を指定し、  次へ  をクリックします。 

ワイヤレスセンシングビューア（ＷＳＶ）とバックアップファイルビューア（ＢＦＶ）、ＩＮＩファイルユーティリティ（ＩＦＵ）をインス

トールします。「ＢＦＶのみ」では、バックアップファイルビューア（ＢＦＶ）のみインストールされます。 
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３）  次へ  でファイルのコピーを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） ファイルがコピーされ、完了画面が表示されます。  完了 をクリックしインストールが完了ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） 続けて、ＬａｂＶｉｅｗランタイムエンジンのインストールが開始されます。 
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３－３．ＬａｂＶＩＥＷランタイムエンジンのインストール 

 

１）  次へ  をクリックするとインストール先フォルダの指定画面が表示されます。 

変更する場合は  参照  をクリックしてフォルダを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） ファイルがコピーされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） ＬａｂＶｉｅｗランタイムエンジンのインストール完了画面が表示されます。  終了 をクリックしインストール完了ます。 
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３－４．ＮＩ－ＶＩＳＡ２．６インストール 

ＷＳＶ＆Ｒｕｎｔｉｍｅ Ｅｎｇｉｎｅ のインストールが終了すると次に下記に示す画面が表示されますので、 

ＶＩＳＡ２．６インストールのボタンをクリックしてＮＩ－ＶＩＳＡ２．６のインストールを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）  Ｓｅｔｕｐ  をクリックします。インストールの準備をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＩＳＡ２．６インストール 

のボタンをクリックする。 
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２） 次に、 Ｎｅｘｔ のボタンをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） ライセンス内容に同意します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） インストールタイプとして ”Ｃｏｍｐｌｅｔｅ“ を選択し、  Ｎｅｘｔ  をクリックします。 
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５）  Ｎｅｘｔ  をクリックして インストールをスタートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）  Ｃｌｏｓｅ  をクリックしてインストールを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）  はい（Ｙ）  をクリックすると自動でＰＣの再起動が開始されます。 

  ※もし、下記の画面が表示されない場合には、次の画面が表示されますので、その指示に従ってください。 

 

 

   上記の画面が表示されない場合には、下記に示す画面が表示されますので、   ＯＫ  をクリックすることにより、 

   ＰＣの再起動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８） 再起動後は、３－５．ＭＳＤＥ ＆ ＭＳＤＥ ＳＰ３のインストールの作業に移ります。 
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３－５．ＭＳＤＥ（データベースエンジン）及びＭＳＤＥ ＳＰ３のインストール 

ＭＳＤＥ及びＭＳＤＥ ＳＰ３のインストールを開始します。 

ＣＤをＣＤ－ＲＯＭドライブに挿入します。その後、インストール画面が表示されますので、ＭＳＤＥ＆ＭＳＤＥ ＳＰ３の 

ボタンをクリックしてインストールを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 上記ボタンをクリックするとセットアップが開始され、下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セットアップが終了すると、本画面は自動的に閉じます。 

 

【注意】セットアップが終了するまで、約５分間かかります。この画面の状態でしばらくお待ち下さい。 

ＭＳＤＥ＆ＭＳＤＥ ＳＰ３ 

インストール 

のボタンをクリックする。 
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続いて、ＭＳＤＥ ＳＰ３のインストールを開始します。 

 

１） セットアップの開始 

 “ようこそ”画面が起動されます。 

全てのＷｉｎｄｏｗｓプログラムが終了していることを確認し、 次へ  をクリックして下さい。セットアップが開始されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 製品ライセンス契約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “製品ライセンス契約”画面が起動されます。  はい  をクリックします。 
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３） サーバーの接続 

 “サーバーの接続”画面起動されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ”SQL SERVER ｼｽﾃﾑ管理者のﾛｸﾞｲﾝ情報（SQL SERVER認証）（S）”のラジオボタンをクリックします。 

SAログインのパスワードが入力可能になりますが入力せずに、  次へ  をクリックします。 

この画面から次の画面に変わるまで、約１分かかります。 

 

 

 

４） ファイルコピーの開始 

“ファイルコピーの開始”画面が起動されます。 

 次へ  をクリックして下さい。ファイルのコピーが開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】パスワードは、設定しないで下さい。 

【注意】上記の操作後、しばらくすると下記に示す表示が画面中央に表示され、 

    表示内容「スクリプト ｘｘｘｘｘ．ｘｘｘ 実行中」が（１／７）から（７／７）まで実行されます。 

    このファイルのコピーに、約２５分かかりますので、しばらくお待ちください。 
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５） “セットアップ”画面が起動されます。   ＯＫ  をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

６） 認証モード 

“認証モード”画面が起動されます。 

“混在モード(Windows 認証およびSQL Server 認証)(M)”のラジオボタンをクリックします。 

“空のパスワード(非推奨)(k)”をチェックします。   次へ   をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７） セットアップ完了 

セットアップの完了は、以下の2種類のうち、どちらかの画面が表示されます。 

再起動要求画面      → ８）再起動要求画面が表示された場合 へ 

Readme 表示要求画面  → １０）Readme表示要求画面が表示された場合 へ 

 

 

                

 

８） 再起動画面が表示された場合 

再起動を要求する画面が起動されます。 

 “はい、直ちにＰＣを再起動します。”のラジオボタンをクリックし、ＣＤ－ＲＯＭドライブからＣＤを取り出し、  完了  

をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】表示された画面によって処理が違うので注意して下さい。 
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９） ＰＣが再起動されます。 

再起動が完了したらＭＳＤＥ ＳＰ３のインストールは終了です。 

 

 

１０） Readme表示画面が表示された場合、Readmeの表示要求の画面が起動されます。 

 “□Readmeの表示”のチェックを外します。 

  完了  をクリックすると画面が終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１） 次に、確認画面が表示されますので、  ＯＫ  をクリックしてください。 

 その後、ＰＣは自動的に再起動を行い完了したらＭＳＤＥ＆ＭＳＤＥ ＳＰ３インストールは終了です。 
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３－６．データベースの構築のインストール 

データベースの構築を行います。データベースを構築するドライブには３ＧＢ以上のＨＤＤ空き容量が必要です。 

 

１） ＣＤ－ＲＯＭをＰＣにセットすると、自動的にインストール画面が表示されます。 

   次に、データベースの作成のボタンをクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） データベースの作成先設定 

データベースを作成するフォルダを指定して下さい。デフォルトのパスは以下のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実行  をクリックして下さい。時間は約５分かかります。 

 

 

３） データベース作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【注意】データベースファイル名はWSV_DB.mdf、WSV_DB.ldfです。 

これらのファイルは絶対に削除しないで下さい。本システムが動作しなくなります。 

ＨＤＤ容量によってはドライブ指定を

変更してください。 

３GB以上の空き容量が必要です。 

データベースの作成 

のボタンをクリックする。 
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４） データベースの作成完了 

 終了  をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） 下記に示す画面が表示されますので  インストール終了   をクリックして全てのインストール作業を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ＜以上でインストール作業はすべて終了です。＞  

 

 

 

 

 

 

 

【注意】 

データベース作成後にＰＣのネットワーク名を変更しますとデータベースが使用できな

くなりデータベースの再インストールが必要となります。 
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４．操作の流れ 

 

４－１．準備から終了まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・インストール 

・内線登録（構内交換機利用の時） 
① 準  備 

・監視ＰＣ／各ＭＴ１２００の電話番号登録 

・各ユニットより、構成・設定内容等を読出 

③ ＴＥＬ番号登録 

・ユニットおよびタグの名称登録 

・グループ登録 

④ 名称登録 

・サンプル間隔、収録間隔、収録の有無 

・積算リセット時間 

⑥ 収録設定 

・信号タグ選択、入力モード、データ形式設定 

・ユーザスケール設定 

⑤ 入力設定 

・信号タグ選択、警報レベル、許容時間設定 

・警報出力（警報メール送信、リレ－出力） 

⑦ 警報設定 

・初期設定 

・起動 

② プログラム起動 

・定時報告書の作成     ・リトライ回数の設定 

・警報メールの設定     ・機器初期化 

⑧ システム設定 

・開始時刻設定     ・表示更新間隔設定 

・名称変更、入力設定、収録設定は禁止 

⑨ 監視開始 

・設定内容およびデータをバックアップ ⑫ プログラム終了 

・詳細一覧表示        ・トレンド表示 

・警報履歴表示        ・イベント履歴表示 

・警報表示、解除       ・警報設定の変更 

・表示更新時間表示 

・定時報告書、警報メールの設定、変更 

・監視データのＣＳＶ出力 

・データのエクスポート（専用フォーマット） 

⑩ 監視表示 

・停止後、名称変更、入力設定、収録設定可能 

・次回、監視開始でデータベース初期化 
⑪ 停止 
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４－２．ＭＴ１２００、監視ＰＣ側ＰＨＳ送受信装置の内線登録／消去方法 

 

内線登録および消去は、ハイパーターミナル等のターミナルソフトを使用し、装置にコマンドを入力することにより行われ

ます。以下の手順に従い、操作して下さい。 

 

 

 

 

１） ＭＴ１２００の内線登録／消去方法 

 

手順① 監視ＰＣとＭＴ１２００をＲＳ－２３２Ｃケーブル（クロス）で接続します。 

 

手順② ハイパーターミナルを起動します。 

 「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「通信」→「ハイパータミナル」と選択しハイパーターミナルを起動します。 

 接続の設定  「新しい接続」では「ｍｔ１２００」（何でもよい）と入力し ＯＫ  をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  接続の設定  「ｍｔ１２００」が表示されますので、接続に使用

する通信ポートを「接続方法」で選択します。ＯＫ  をクリックし 

ますと、ＣＯＭ１（選択したポート）のプロパティが表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

監視ＰＣのＣＯＭポートの通信設定は次のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】公衆ＰＨＳをお使いの場合は、内線登録は必要ありません。 

    内線登録は交換機を管理する部署もしくは交換機納入業者にご依頼下さい。 

ビット／秒：１９２００、データビット：８、 

パリティ：なし、ストップビット：１、 

フロー制御：ハードウェア 
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手順③ ハイパーターミナルのプロパティを立ち上げる。 

 ［ファイル］ － ［プロパティ］を選択し、ハイパーターミナルのプロパティを開いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順④ ハイパーターミナルのプロパティの設定。 

 ［設定］－ ASCII設定  をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ASCIIの送信」を下のように設定します。  ＯＫ  クリックすることにより入力画面となります。 
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手順⑤ ＭＴ１２００へのコマンド入力 

ハイパーターミナル画面上でコマンドを入力することにより、その内容がＭＴ１２００に送られ、モードの切り 

換えやＭＴ１２００からの情報出力等が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順⑥ ＭＴ１２００との通信の確認の為、ＭＴ１２００のバージョンを返すコマンドを入力します。 

ＩＷＨ  Enter  と入力します。 

ＭＴ１２００ Ｖ１．３，◇，□ と返されます。 

（本体バージョン１．３，◇，□は構成ユニットコードを表します。） 

 

手順⑦ ＭＴ１２００のＰＨＳ通信ユニットに直接アクセスする為のモード（ＴＥＳＴモード）へ移行させます。 

ＥＴＭ  Enter  と入力します。 

ｔｅｓｔ ｍｏｄｅ と返され、テストモードへ移行したことを表します。 

以後、ＡＴコマンド（半角大文字／小文字）により、ＭＴ１２００のＰＨＳ通信ユニットに直接アクセスすることがで

きます。 

 

AT   Enter   と入力します。 

OKと返されます。（ＡＴコマンドで動作していることが確認できます。） 

 

 

 

 

 

 

手順⑧ ＭＴ１２００をＳＯ登録モードにして、内線登録する準備をします。 

以下のようにコマンドの後に暗証番号、内線番号を入力し、交換機の準備が終わるまで待機して下さい。 

交換機にＰＳ－ＩＤ（本体ＰＨＳ通信ユニットのＩＤ番号）を入力して内線登録の準備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】OKを確認できない場合は、次に進んでも正常に動作しません。 

ハイパーターミナルの再立ち上げ、ＭＴ１２００の電源ＯＦＦ／ＯＮを行い、「ＡＴ」の再入力や「ＩＷＨ」

からやり直して下さい。 

半角大文字で入力します。 

ｏｏｏｏ：内線番号（１桁～１２桁：０～９） 

ｘｘｘｘ：暗証番号（１桁～４桁：０～９、＊、＃） 

AT！SOSｘｘｘｘ／ｏｏｏｏ 
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手順⑨ 交換機の設定ができた後、  Enter  を押して下さい。すぐに、オンエアー（無線）で登録を開始します。 

交換機から内線登録または消去が行われます。 

      （交換機の取り扱いについては、交換機納入業者にお問い合わせ下さい。） 

  Enter   → （返答待ち）   

 

ＳＯ登録／消去が正常に行われた場合には、ＰＣに「OK」と返されます。 

もし、ＳＯ登録／消去が失敗した場合には、ＰＣに「ＥＲＲＯＲ」と返されます。 

失敗した場合は、再度ＳＯ登録／消去を行って下さい。 

 

 

 

 

手順⑩ ＯＫの場合は、実際に内線番号が登録されたかどうか確認します。 

AT＃MY？ → ｘｘｘｘ ：登録された内線番号ｘｘｘｘを表示 

 

設定した内線番号が表示されたらＳＯ登録は完了です。 

 

手順⑪ テストモードの終了は、 ＥＳＣ ＋  Enter  キーを入力します。 

 

以上で、ＭＴ１２００の設定は終了です。 

 

 

 

 

２） ＰＡＵ－５０２ＲＳの内線登録／消去方法 

 

ＰＡＵ－５０２ＲＳを内線登録します。 

ＰＡＵ－５０２ＲＳについてはＭＴ１２００と同様に「ハイパーターミナル」を起動し交換機からオンエアー（無線）登録を

行います。この項では、ＰＡＵ－５０２ＲＳの内線登録／消去方法について説明します。他のＰＨＳ端末については、

マニュアル参照するか、ご購入先にお問い合わせ下さい。 

 

手順① ＰＡＵ－５０２ＲＳをＲＳ－２３２Ｃケーブル（ストレート）で接続します。 

 

手順② ハイパーターミナルを起動します。 

 「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「通信」→「ハイパータミナル」と選択しハイパーターミナルを起動します。 

 接続の設定  「新しい接続」では「PAU-502RS」（何でもよい）と入力し ＯＫ  をクリックします。 

 

【注意】ＳＯ登録後は、成功・失敗に関わらず、必ずＭＴ１２００の電源のＯＦＦ／ＯＮを行って下さい。 
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  接続の設定  「ＰＡＵ－５０２ＲＳ」が表示されますので、接続

に使用する通信ポートを「接続方法」で選択します。ＯＫ  を 

クリックしますと、ＣＯＭ１（選択したポート）のプロパティが表示

されます。 

 

 

 

   

 

 

 

監視ＰＣのＣＯＭポートの通信設定は次のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順③ ハイパーターミナルのプロパティを立ち上げる。 

 ［ファイル］ － ［プロパティ］を選択し、ハイパーターミナルのプロパティを開いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビット／秒：１２００、データビット：８、 

パリティ：なし、ストップビット：１、 

フロー制御：ハードウェア 
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手順④ ハイパーターミナルのプロパティの設定。 

 ［設定］－ ASCII設定  をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ASCIIの送信」を下のように設定します。  ＯＫ  クリックすることにより入力画面となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順⑤ ＰＡＵ－５０２ＲＳへのコマンド入力し、自営設定モードにします。 

ハイパーターミナル画面上でコマンドを入力することにより、その内容がＰＡＵ－５０２ＲＳに送られます。 

 

AT#m=1   Enter   と入力します。 

OKと返されます。 

 

 

 

 

 

手順⑥ ＰＡＵ－５０２ＲＳをＳＯ登録モードにして、内線登録する準備をします。 

以下のようにコマンドの後に暗証番号、内線番号を入力し、交換機の準備が終わるまで待機して下さい。 

交換機にＰＳ－ＩＤ（本体ＰＨＳ通信ユニットのＩＤ番号）を入力して内線登録の準備を行います。 

 

 

 

 

【注意】ＯＫを確認できない場合は、次に進んでも正常に動作しません。 

ハイパーターミナルの再立ち上げ、PAU-502RSの電源ＯＦＦ／ＯＮを行い、再度やり直して下さい。 

ｏｏｏｏ：内線番号（１桁～１２桁：０～９） 

ｘｘｘｘ：暗証番号（１桁～４桁：０～９、＊、＃） 

AT！SOSｘｘｘｘ／ｏｏｏｏ 
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手順⑦ 交換機の設定ができた後、  Enter  を押して下さい。すぐに、オンエアー（無線）で登録を開始します。 

交換機から内線登録または消去が行われます。 

（交換機の取り扱いについては、交換機納入業者にお問い合わせ下さい。） 

 

  Enter   → （返答待ち）   

 

ＳＯ登録／消去が正常に行われた場合には、ＰＣに「OK」と返されます。 

もし、ＳＯ登録／消去が失敗した場合には、ＰＣに「ＥＲＲＯＲ」と返されます。 

失敗した場合は、再度ＳＯ登録／消去を行って下さい。  

 

 

 

 

手順⑧ ＯＫの場合は、実際に内線番号が登録されたかどうか確認します。 

 

AT＃ｍｙ？ → ｘｘｘｘ ：登録された内線番号ｘｘｘｘを表示 

 

設定した内線番号が表示されたらＳＯ登録は完了です。 

 

手順⑨ ＰＡＵ－５０２ＲＳの通信速度を９６００ｂｐｓに設定します。 

 

ATF51  Enter   と入力します。 

OKと返されます。 

 

手順⑩ ＰＡＵ－５０２ＲＳの電源のＯＦＦ／ＯＮを行って下さい。 

 

以上で、ＰＡＵ－５０２ＲＳの設定は終了です。 

 

 

 

 

【注意】ＳＯ登録後は、成功・失敗に関わらず、必ずＰＡＵ－５０２ＲＳの電源のＯＦＦ／ＯＮを行って下さい。 
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４－３．初期設定 

デスクトップアイコンより  ＩＮＩファイル変更ユーティリティ（IniFileUtility）を起動します。 

起動時に、接続されたモデムの初期設定を行い、下記の監視画面を表示します。 

 

 

 

１） 通信ポートの指定 

各ポートが監視ＰＣのどのコネクタに割り振られているかは、 「スタート」→「設定」→ 

「コントロールパネル」 から 「システム」 を開き、更に 「ハードウェア」→「デバイスマネージャ」    

からポート（ＣＯＭとＬＰＴ）で使用予定の通信ポートの番号を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常通信用ポートと警報受信用ポートのＣＯＭポートを指定します。１ポート

のみで通信する場合は、両者を同じポートに指定します。 

 

２） 通信用ＰＨＳモデムの指定 

 各ポートに使用する通常通信用モデムと警報受信用モデムを指定します。 

 各設定に該当するモデムは次の通りです。 

ＰＡＵ  ＮＥＣ製ＰＨＳアクセスユニット「ＰＡＵ－５０２ＲＳ」 

ＴＤ－ＰＨＳＡＤ テレコム電子製ＰＩＡＦＳ対応ＰＨＳアダプタ「ＴＤ－ＰＨＳＡＤ」 

Ａｔｅｒｍ ＮＥＣ製ワイヤレスＴＡ「ＩＷＸ７０Ｄ」 

Ｐｉｎ  ＤｏＣｏＭｏ製ＰＨＳデータ通信カード「Ｐｉｎ Ｃｏｍｐ＠ｃｔ」 

※１ポートのみで通信する場合は、両者に同じモデムを指定します。 

 

３） リアルＣＳＶの設定 

ワイヤレスセンシングビューアでは、各ユニットから吸い上げられたデータを他のシステムで使用可能にする為、常に 

リアルＣＳＶファイルで出力することが可能です。（「１４－２ リアルＣＳＶ出力」参照） 

リアルＣＳＶ出力機能を使用する場合は、  ＯＮ  に設定し、出力フォルダを指定します。 

 

４） バックアップファイル出力先の設定 

ワイヤレスセンシングビューアでは、データの保存の為監視開始～停止までのデータをバックアップファイルとして作成

することが可能です。この保存されたファイルは、バックアップファイルビューアで確認が行えます。 

バックアップファイルを作成する出力先フォルダを指定します。 

 

 

４－４．ＨＤＤ容量の監視機能 

ワイヤレスセンシングビューアでは、ＣＳＶファイルや 

バックアップファイルの出力先や本システムの稼働状況 

を記録するログファイル作成先ＨＤＤ（ハードディスク 

ドライブ）の容量を定常的に監視し、いずれかのドライブ 

の空き容量が６００ＭＢ以下となった場合、警報を表示し 

以後のファイル作成を禁止します。 

 

 

ＩＮＩファイル変更ユーティリティの 

デスクトップアイコン 
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５．プログラムの起動と機器登録 

 

 

 

 

 

５－１．プログラムの起動 

デスクトップアイコンよりワイヤレスセンシングビューアを起動します。 

起動時に、接続されたモデムの初期設定を行い、下記の監視画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデムの初期化に失敗した場合 

モデムの初期化に失敗すると、再試行するかキャンセルするか確認表示を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワイヤレスセンシングビューアの 

デスクトップアイコン 

【注意】モデムの初期化に失敗した場合、モデムタイプの指定が間違っていないかご確認下さい（４－３．初期設定）。 

【注意】プログラム起動前に、ＰＡＵ等のＰＨＳ送受信装置がＰＣに接続され、ＭＴ１２００、ＰＨＳ送受信装置と

も電源ＯＮとなっていることをご確認下さい。 
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５－２．機器登録 

１） 通常通信用電話番号登録 

［機器登録］ → ［ＴＥＬ番号登録］ にてＭＴ１２００に管理ＰＣ（監視ＰＣ）の電話番号を入力します。 

主に、パラメータ設定、データ収録用の通信ポートとなります。 

 

２） 警報受信用電話番号登録 

同様に、ＭＴ１２００側で警報と認識したときの緊急連絡先（監視ＰＣ）の電話番号を入力します。 

警報用の通信ポートとなります。 

 

 

 

 

 

 

３） ＭＴ１２００の登録 

監視ソフト（ＷＳＶ）にＭＴ１２００の電話番号を登録します。 

［機器登録］ → ［ＴＥＬ番号登録］ にて各ユニットのＴＥＬ番号（内線登録番号または公衆契約番号）を入力します。 

   入力可能な文字は、０～９，＃，／，＊，－，Ｆ，Ｐ です。 （公衆登録番号入力時は070から数字のみ入力します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） ユニットスキャン機能 

機器登録後、 ＯＫ  クリックするとユニットスキャン実行確認画面が表示されます。 

実行すると登録した各ＭＴ１２００から機器構成、設定内容等を読み出し、入力設定画面を生成します。同時にＰＣの時

刻にＭＴ１２００の時計を合わせます。 

 

 

 

 

 

【注意】 

登録機器の変更の際には、必ず、ユニットスキャンを行います。 

ユニットスキャンには時間がかかりますので結果表示までお待ち下さい。 

【注意】２ユニット連結の場合も同様に一つのＴＥＬ番号を設定します。 

【注意】 電話回線を１回線のみで動作させる場合、通常通信用電話番号と警報受信用電話番号に同じ電話番号を登録して

下さい。尚、１回線のみ電話回線で監視する場合、データ吸い上げ時に警報受付時間を設けますので、２回線で動

作させる場合より、表示更新時間が増えます。 
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各ＭＴ１２００から機器構成、設定内容等を読み出し、監視画面を生成します。 

監視画面には、登録した各ユニットタイプが表示されます。 
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５－３．ユニット名称、信号タグ名称の登録 

登録したＭＴ１２００に、設置場所や入力信号名を登録します。お客様の固有の監視場所・監視装置・データ名を登録

することにより監視画面、トレンド表示、警報表示など全ての表示を登録された名前で表します。 

 

［機器登録］→［ユニット登録］にて各ユニット名称（設置場所など全角８文字まで）を入力します。 

［機器登録］→［ユニット登録］→［タグ登録］にて信号タグ名称（設置場所、用途など全角８文字まで）を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－４．グループ設定 

異なるユニットの信号タグを同一トレンド表示で表示することができます。１グループには、ユニットをまたがる６信

号タグまで登録でき、最大５グループまで管理できます。 

［機器登録］→［グループ登録］にて任意の信号タグをグループとして設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】 ユニット名称は、ファイル用に使用する為、以下の文字は使用で下さい。 

   半角 ¥  /  :  ;  *  “  ‘  <  >  |  ,  ?   



 - ３５ - 

 

６．温度・電圧ユニットの設定 

 

登録されている各ＭＴ１２００の入力条件・収録条件・監視条件を設定します。 

メニューの［設定］→［入力設定］を選択すると下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－１．収録・監視信号タグの選択 

「□ このユニットは待機させる。」に、チェックを入れることにより、該当ユニットを監視対象からに除くことができます。 

［入力ＯＮ／ＯＦＦ］により監視を行う信号タグを選択します。 

 

６－２．アナログ入力設定 

温度・電圧ユニットのアナログ入力端子は、３入力です。 

温度（熱電対Ｋ，Ｅ，Ｊ，Ｔ、サーミスタ温度計）、電圧（ＤＣ±20Ｖ）、電流（4～20mA）、無電圧接点の入力モードを備えて

います。使用するセンサに合わせて、入力モ－ドを選択して下さい。 

 

１） 温度入力モード 

各温度センサの測定範囲は次のようになっています。（分解能は０．１℃です。） 

 

熱電対 

Ｋタイプ －２００～＋１３７０℃ 

Ｅタイプ －２００～＋１０００℃ 

Ｊタイプ －２００～＋１２００℃ 

Ｔタイプ －２００～ ＋４００℃ 

サーミスタ温度計 －２０ ～  ＋９０℃ 

 

・熱電対，サーミスタ温度計の入力モードでは、収録間隔内のサンプリング値の平均値、最大値、最小値または収録時

の瞬時値からデータ形式（「６－５．データ形式の選択」を参照。）を選択できます。 

・熱電対の場合は、バーンアウトチェックの有無、内部基準温度補償の有無、ユーザスケールが使用できます。 

・サーミスタ温度計の場合は、ユーザスケールが使用できます。 

 

【注意】サーミスタ温度計は、必ず、専用のオプション品（MT12-401）をご使用下さい。 

設定変更するユニットを選択します。 
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２） ＤＣ電圧モード 

・ＤＣ電圧測定範囲は、±２０Ｖ／ＦＳとなります。分解能は±１ｍＶです。 

・ＤＣ電圧モードでは、収録間隔内のサンプリング値の平均値、最大値、最小値または収録時の瞬時値からデータ形

式（「６－５．データ形式の選択」を参照。）を選択できます。 

・ＤＣ電圧モードの場合は、ユーザスケールが使用できます。 

 

３） ４～２０ｍＡ電流モード 

・内蔵シャント抵抗（５０Ω）により、電圧に変換し測定します。分解能は２０μＡです。 

この時は、ＭＴ１２００本体の表示パネルの［ＣＵＲＲ．Ｒ］スイッチを信号タグ毎に［ＯＮ］に設定します。 

・外部にシャント抵抗を用意される場合は、表示パネルの［ＣＵＲＲ．Ｒ］スイッチを信号タグ毎に［ＯＦＦ］に設定します。 

・外部シャント抵抗値が内蔵抵抗と変わる場合は、ユーザスケールを用いて補正して下さい。。 

・４～２０ｍＡ電流モードでは、収録間隔内のサンプリング値の平均値、最大値、最小値または収録時の瞬時値からデ

ータ形式（「６－５．データ形式の選択」を参照。）を選択できます。 

・４～２０ｍＡ電流モードの場合は、ユーザスケールが使用できます。 

 

４） 無電圧接点入力モード 

・接点検出電流０．５ｍＡを接点に供給し、ＯＮ時の抵抗が２ｋΩ以下の時ＯＮ（クローズ）としています。 

５ｋΩ以上の時はＯＦＦ（オープン）となります。 

・無電圧接点入力モードでは、収録時の瞬時値を収録します。 

 

 

６－３．パルス入力設定 

・温度・電圧ユニットのパルス入力端子は、３入力です。 

・パルス入力モードには、パルス波形、パルスカウント、ＯＮ時間計測、イベント時刻記録モードがあります。 

・パルス入力時には、チャタリングによる誤動作防止のため、デジタルフィルタが設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） パルス波形モード 

デジタル値としてＨＩＧＨレベル／ＬＯＷレベルを、収録時間毎の瞬時値を“１”（Ｈ）、“０”（Ｌ）で収録します。 

・警報条件は、現在の状態から立上り、立下り、立上り／立下りの状態に変化した場合に成立します。 

（ 「立上り／立下り」は、初期状態がＨorＬで決まっていない場合に使用します。） 

・パルスカウントモードをご使用に場合は、デジタルフィルタ、入力条件が設定できます。 

 

 

 

 

 

２） パルスカウントモード 

パルスカウントモードでは、収録間隔内に入力されたパルス数をカウントし収録します。 

・ＭＴ１２００では、最大積算数３２７６７カウント、積算速度１２０００パルス／分までカウントできます。 

・パルスカウントモードでは、収録間隔内のサンプリング値の平均値、最大値、最小値または収録時の瞬時値、積算値

からデータ形式（「６－５．データ形式の選択」を参照。）を選択できます。 

・パルスカウントモードをご使用の場合は、デジタルフィルタ、ユーザスケールが使用できます。 

入力信号及び 

収録データ 



 - ３７ - 

 

２）－１ パルスカウントモードに於けるサンプル間隔と収録間隔 

 パルス入力では、サンプル間隔毎にカウントされた値から最大値、最小値、平均値、瞬時値、積算値のいずれかを収録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）－２ パルスカウントモードで、データ形式を積算にした場合の積算方法 

パルスカウントモードでデータ形式を積算にした場合、監視ＰＣ上で収録データ（収録時間間隔毎のパルスカウント

値）を積算します。 

 

 

 

 

 

２）－３ 積算リセットについて 

一定時間毎に積算された値をリセットし、改めて積算する為の積算リセット間隔を設定します。（「１０．収録設定」で

設定します。） 

積算リセット間隔 ：1，2，5，10，15，20，30min， 1，2，3，6，12h， 

1，2，3，4，5，6，7，10，14，15，20，21day，1month 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】この場合、監視ＰＣでの表示更新時間毎の警報判定となりますので、表示更新時間の

設定時間が長い場合、他のモードに比べアラームの発生が遅れます。 

データ形式として以下の５つの形式が選択できます。 

瞬時値 d1, d4, d7, d10, d13, d16, d19, d22 

最大値 d1, d6, d8, d10, d15, d18, d19 

最小値 d2, d4, d9, d12, d13, d16 ,d21 

平均値 d1～d3の平均,  d4～d6の平均,  d7～d9の平均 ・ ・  

積算値 d1～d3の積算,  d4～d6の積算,  d7～d9の積算 ・ ・ 

            (積算の場合の詳細は、次項参照。) 

確定されたデータは、ＭＴ１２００に格納されます。 

 

サンプル間隔 

 

①  ②  ③ ④ ⑤ ⑥ 

 

 

入力されるパルス信号 

収録間隔 

監視用ＰＣへ転送されます。 

サンプル間隔内に入力されたパ

ルス数をカウントし収録します。 

この例は、サンプル間隔内に６

パルスをカウントしたことになり

ます。 

 

 

d1 
d22 

d13 

d14 

d15 

d16 

d17 

d18 d19 

d20 d21 

d2 

d3 

d4 

d5 

d6 
d7 

d8 

d9 

d10 

d11 d12 

サンプル間隔 

 

アラームレベル（上限） 

 

ＭＴ１２００内部のサンプリングの動き 

 

アラームレベル（下限） 

 

積算リセット時間 積算リセット時間 

時間 

積

算

数 
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３） ＯＮ時間計測モード 

ＯＮ時間計測モードでは、入力されるデジタル信号のＨレベルになっている時間を１秒単位で計測し収録します。 

尚、１秒未満の信号については、切捨て処理を行います。 

・ＯＮ時間計測モードでは、収録間隔内のサンプリング値の平均値、最大値、最小値または収録時の瞬時値、 

 積算値を選択できます。 

・ＯＮ時間計測モードをご使用に場合は、デジタルフィルタ、ユーザスケールが使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） イベント時刻記録モード 

イベント時刻記録モードでは入力されるデジタル信号のＨレベル←→Ｌレベルの状態変化が発生した時の時刻を記録

します。 

・イベント入力条件として「立上り」または「立下り」、「立上り／立下り」を指定できます。 

・収録時の瞬時値でイベントの有無を判断します。 

・イベント時刻記録モードをご使用に場合は、デジタルフィルタが設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】 

警報値は、サンプル間

隔が狭い方が時刻が

正確になります。 

収録間隔
10分

収録間隔
10分

サンプル間隔：１０分 サンプル間隔：１０分

※ＯＮ時間計測モードにおいては、サンプル間隔中に
　　Ｈレベルだった時間を１秒単位でカウントし収録する。

８分間のＯＮ時間

この時点のデータとして、
４８０秒を収録する。

この時点のデータとして、
０秒を収録する。

収
録

収
録

収
録

収
録

収録間隔 収録間隔 収録間隔

０ ０１ １

立上がり 立下り 立上がり

●印の時刻がイベント発生として記録されます。

【注意】 

  このＯＮ時間計測モードにつきましては、サンプル間隔と収録間隔の時間設定を同じに（サンプル間隔＝

収録間隔）する事をお勧めいたします。 

  その時、データ形式は瞬時値、積算値に設定してください。 
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６－４．デジタルフィルタについて 

パルス入力時にはデジタルフィルタが設定できます。  

立ち下がり、立ち上がり時に以下の時間遅らせてレベル判定を行い、チャタリングフィルタとしてご使用いただけます。 

ＯＦＦ（２．５ｍｓ）、１０ｍｓ、３０ｍｓより選択できます。 

 

 

 

 

 

６－５．データ形式の選択 

収録されるデータは、瞬時値、最大値、最小値、平均値、積算値の中から選択できます。 

 

１） 瞬時値、平均値、最大値、最小値の関係 

・サンプル間隔よりも収録間隔を長く取ることにより、収録間隔内の複数データの平均値、最大値、最小値を求め収録デ

ータとします。瞬時値は収録間隔時のデータを収録データとします。 

・下図は収録間隔をサンプル間隔の３倍（２０分に対して６０分など）に設定した例です。 

 

 

【注意】パルス幅＞デジタルフィルタ値 

フィルタ時間 フィルタ時間 フィルタ時間 

サンプリング速度 

入力信号 

デジタルフィルタ処理 

された信号 

レベル確定 

レベル確定 

レベル確定 

d1 

瞬時値 d1, d4, d7, d10, d13, d16, d19, d22 

最大値 d3, d6, d8, d12, d15, d18, d20 

最小値 d1, d4, d9, d10, d13, d17 ,d21 

平均値 d1～d3の平均,  d4～d6の平均,  d7～d9の平均 ・ ・ 

積算値 d1～d3の積算,  d4～d6の積算,  d7～d9の積算 ・ ・ 

 

  

確定されたデータは、ＭＴ１２００のリングバッファに格納され収録データとなります。 

収録間隔 

d13 d14 

d15 

d16 d17 

d18 

d19 

d20 

d21 
d22 

d2 

d3 

d4 

d5 

d6 

d7 

d8 

d9 

d10 

d11 

d12 

サンプル間隔 

アラームレベル 

8時00分 

8時20分

8時20分 

 

8時40分 

9時20分 

9時00分 
9時40分 

10時00分 

10時20分 

10時40分 

11時00分 

11時20分 

【注意】デジタルフィルタの設定は、入力される信号のパルス幅よりも小さな値を設定して下さい。 
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２） 積算値について 

・積算は、パルス入力モードがパルスカウントとＯＮ時間計測の場合に選択可能となります。 

・積算値の警報判定は、監視ＰＣに収録されたデータを積算し警報判定する為、特にユニット数が多い場合は、警報判定

が遅くなります。積算値で警報判定を行う場合は、表示更新時間を短く設定する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

６－６．ユーザスケール設定 

測定されたデータに対しスケーリング（物理換算）を行うことが可能です。 

メニューの［設定］→［ユーザースケール設定］を選択すると下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スケーリング機能（数値、単位の換算機能）を使用する場合はスケーリングにチェックを入れます。 

・入力ＭＩＮと入力ＭＡＸに換算前の値を入力し、出力ＭＩＮと出力ＭＡＸに換算後の値を入力します。 

 

例）パルスカウントの３００カウントの時を０ｍｍ、３０００カウントの時、３００ｍｍと設定する場合は次に様になります。 

 

 

 

 

 

 

 

※無電圧接点、パルス波形、イベント時刻記録の各入力モード時にはユーザスケールは設定できません。 

 

入力ＭＡＸ＝３０００ 

入力ＭＩＮ＝３００ 

 

出力ＭＡＸ＝３００ 

出力ＭＩＮ＝０ 

単位＝ｍｍ 

設定変更するユニットを選択します。 
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７．回転体振動ユニットの設定 

 

登録されている各ＭＴ１２００の入力条件・収録条件・監視条件を設定します。 

メニューの［設定］→［入力設定］を選択すると下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－１．収録・監視信号タグの選択 

「□ このユニットは待機させる。」に、チェックを入れることにより、該当ユニットを監視対象からに除くことができます。 

［入力ＯＮ／ＯＦＦ］により監視を行う信号タグを選択します。 

 

７－２．アナログ入力設定 

回転体振動監視ユニットのアナログ入力は振動シビアリティ測定モード（加速度、速度、変位）、ベアリングモードの４ 

つの入力モード設定が可能です。 

 

１） 振動シビアリティ測定（加速度、速度、変位）モード 

測定した加速度を加速度（ｍ/ｓ2）のまま、あるいは速度（ｍｍ/ｓ）または変位（ｍｍ）に積分し、更に真の実効値変換し

た値を監視することにより回転する機械の異常振動を発見することができます。（JIS B 0907-1989） 

・データ形式、センサ感度、ユーザスケール機能が設定できます。 

 

２） ベアリングモード 

ＭＴ１２００側で2kHz～15kHzの加速度入力信号に重畳したDC～1kHzの信号をエンベローブ検波し、真の実効値変

換を施して測定します。 

 

 

 

【注意】加速度の測定ができない場合は、他モードでも使用できません。 

【注意】ベアリングモードはＩＭＶ株式会社殿の定めた測定条件により測定しております。 

設定変更するユニットを選択します。 
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３） 測定可能範囲 

測定範囲はセンサの電圧感度により異なります。 

デフォルトとしてセンサの電圧感度が１ｍＶ／ｍ/ｓ2のアンプ内蔵型加速度センサに対応させています。 

以下に、代表値としてセンサの電圧感度値の違いによる測定範囲を表に表します。 

 

センサの電圧感度 
入力範囲 

加速度 速度 変位 

（ｍＶ／ｍ/ｓ2） （ｍ/ｓ2） （ｍｍ/ｓ） （ｍｍ） 

１ ２００ ３００ ３ 

２ １００ １５０ １．５ 

５ ４０ ６０ ０．６ 

１０ ２０ ３０ ０．３ 

 

 

４） 補正（センサ感度補正）について 

前項の表は、センサの電圧感度が１，２，５，１０ｍＶ／ｍ/ｓ2などの代表値で測定範囲を表しています。 

通常、この代表値で測定することが可能ですが、更に正確な測定精度を要求する場合は、各々のセンサに添付されて

いる成績書に記載されたセンサの電圧感度の値と代表値からのずれを補正する必要があります。 

成績書に記載された電圧感度値を設定画面のセンサ感度補正値として設定することで、感度補正が行われます。 

補正可能なセンサの電圧感度は、０．９ｍＶ／ｍ/ｓ2  ～  １１ｍＶ／ｍ/ｓ2 です。（ 初期値は１ｍＶ／ｍ/ｓ2 ） 

 

例１） 

 

 

例２） 

 

 

 

 

 

７－３．パルス入力設定 

パルス入力設定は、「６－３ パルス入力設定」と共通です。 

 

 

７－４．ユーザスケール設定 

ユーザスケール設定は、「６－６ ユーザスケール設定」と共通です。 

 

 

 

 

 

 

成績書 

 １．００３ｍＶ／ｍ/ｓ2 

センサー感度補正 

 １．００３ 

成績書 

 ２．００４ｍＶ／ｍ/ｓ2 

センサー感度補正 

 ２．００４ 
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８．接点ユニットの設定 

 

登録されている各ＭＴ１２００の入力条件・収録条件・監視条件を設定します。 

メニューの［設定］→［入力設定］を選択すると下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８－１．収録・監視信号タグの選択 

「□ このユニットは待機させる。」に、チェックを入れることにより、該当ユニットを監視対象からに除くことができます。 

［入力ＯＮ／ＯＦＦ］により監視を行う信号タグを選択します。 

 

８－２．無電圧接点入力 

・検出電流２ｍＡを接点に供給し、ＯＮ時の抵抗が５００Ω以下のときＯＮとしています。 

１００ｋΩ以上の時はＯＦＦとなります。接点ＯＦＦ時の端子間電圧は１３Ｖ以下です。 

・無電圧接点モードでは、収録時の瞬時値を収録します。 

 

８－３．パルス入力設定 

パルス入力設定は、「６－３ パルス入力設定」と共通です。 

接点ユニットの場合、パルス入力は２入力です。 

 

８－４．ユーザスケール設定 

ユーザスケール設定は、「６－６ ユーザスケール設定」と共通です。 

 

 

 

 

設定変更するユニットを選択します。 
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９．パルスユニットの設定 

 

登録されている各ＭＴ１２００の入力条件・収録条件・監視条件を設定します。 

メニューの［設定］→［入力設定］を選択すると下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９－１．収録・監視信号タグの選択 

・「待機させる」指定により該当ユニットの全信号タグを一時的に監視対象からに除くことができます。 

・［入力ＯＮ／ＯＦＦ］により収録・監視を行う信号タグを選択します。 

 

９－２．パルス入力設定 

パルス入力設定は、「６－３ パルス入力設定」と共通です。 

パルスユニットでは３系統のパルス入力が可能です。 

 

９－３．ユーザスケール設定 

ユーザスケール設定は、「６－６ ユーザスケール設定」と共通です。 

 

 

 

設定変更するユニットを選択します。 
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１０．収録設定 

 

登録されている各ＭＴ１２００の入力条件・収録条件・監視条件を設定します。 

メニューの［設定］→［収録設定］を選択すると下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０－１．サンプル間隔、収録間隔の設定 

ＭＴ１２００では、「各種現象を測定し判定を行う間隔（サンプル間隔）」と「測定されたデータを残す間隔（収録間隔）」

を個別に設定します。 

１） サンプル間隔の設定 

サンプル間隔は、データを監視（サンプル）する時間間隔です。 

ＭＴ１２００では、このサンプル間隔でアラーム判定を行っています。 

・サンプル間隔（監視周期）は次の中から選択します。 

［ 1，2，5，10，20，30s，1，2，5，10，20，30min，1ｈ ］ 

※回転体振動ユニットは２ｓ～１ｈまでの設定となります。 

 

２） 収録間隔の設定 

収録間隔は、トレンドデータとして監視ＰＣに収録する時間間隔です。 

・収録間隔は、次の中から選択します。但し、サンプル間隔≦収録間隔となり、収録間隔はサンプル間隔（監視周

期）の整数倍の値のみ設定できます。 

［ 1，2，5，10，15，20，30s，1，2，5，10，15，20，30min，1，2，3，6，12，24ｈ ］ 

※回転体振動ユニットは２ｓ～２４ｈまでの設定となります。 

 

 

 

 

 

 

設定変更するユニットを選択します。 
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３） サンプル間隔と収録間隔の関係 

サンプル間隔 収録間隔 

１ｓ サンプル間隔設定～ ６ｈ 

２ｓ サンプル間隔設定～１２ｈ 

５ｓ～１ｈ サンプル間隔設定～２４ｈ 

＊サンプル間隔≦収録間隔≦サンプル間隔×３２７６７（２４ｈ以下） 

 

 

１０－２．積算リセット間隔 

積算を選択した場合、積算リセット間隔を次の中から選択し設定します。 

1，2，5，10，15，20，30min， 1，2，3，6，12h，1，2，3，4，5，6，7，10，14，15，20，21day，1month 

 

 

１０－３．収録の禁止 

「収録する □」にチェックがない場合、このユニットはデータを収録せず監視のみを行ない、異常値が検出されると

監視ＰＣへ警報を通知します。 

よって、このユニットを監視画面で詳細表示、トレンド表示を行ってもデータは表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０－４．データ収録と表示更新時間 

 

１） データの読出方法について 

監視用ＰＣは、各ＭＴ１２００に順次、接続し、リングバッファに格納されているデータを読み出します。読み出されるデー

タは、前回の読み出し後のデータから現在まで保存したデータをまとめて読み出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】データ形式として積算値を指定している信号タグがある場合は、必ず「収録する」となり設定変更できません。 

① ④ ⑦ 

② 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

２巡目 

１巡目 

①       

④ ②       

⑤ 
③          

⑥ 

① 
② 

③ 
表示更新時間 

グループ表示の例 
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２） 通信回線を２回線使用することによる利点 

データ読み出しを順次行う際のユニットとユニットの間に警報受信用の時間を設けることにより、１つの電話回線でデ

ータ取得と警報受信とを可能にしています。更に、通常通信用と警報受信用の２つ電話回線を設けることにより、効率よ

く警報と収録を処理することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） ユニット数による表示更新時間の制限について 

接続台数が多くなると全ユニットのデータを順次、監視ＰＣが読み出す前に新しいデータがメモリに上書きされる恐れ

があります。それを防止する為にユニット数や通信ポート数により、最速収録時間や最速表示更新時間を制限します。

「表示更新時間の設定」は  監視開始  を押したときに以下のダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】 本システムでは、通信障害により接続までの時間が長くなったり、リトライ（再ダイヤル）が発生したりする可能性があ

ります。１ユニットに対しリトライを含め３回の接続を試みても接続できない場合は、そのユニットをスキップします。デ

ータが上書きされない限り、以降の読み出しで接続できれば、データは連続して収録できます。万一、上書きされた場

合はデータ欠測として記録しシステムとしては監視を継続します。 

【参考】 通常通信用と警報受信用の２つ電話回線を設けることにより以下の利点があります。 

・警報を、効率よく警報受信できます。 

・表示更新時間が短くなります。 
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４） ユニット数によるサンプル間隔、収録時間、表示更新時間の関係について 

 

 収録間隔と表示更新時間（１通信ポート時）        

ユニット数 サンプル間隔   収録間隔     表示更新時間 

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ       

1 ～ 2 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 1 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ       

3 ～ 5 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 5 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 2 ｓ ～ 6 ｈ       

6 ～ 10 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 10 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 5 ｓ ～ 6 ｈ       

11 ～ 16 ２ｓ 5 ｓ ～ 12 ｈ 15 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 5 ｓ ～ 6 ｈ       

17 ～ 22 ２ｓ 5 ｓ ～ 12 ｈ 20 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 5 ｓ ～ 6 ｈ       

23 ～ 33 ２ｓ 5 ｓ ～ 12 ｈ 30 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 10 ｓ ～ 6 ｈ       

34 ～ 51 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 45 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ 10 ｓ ～ 24 ｈ      

  １０ｓ～１ｈ 10 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 10 ｓ ～ 6 ｈ       

52 ～ 70 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 60 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ 10 ｓ ～ 24 ｈ      

  １０ｓ～１ｈ 10 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 15 ｓ ～ 6 ｈ       

  ２ｓ 20 ｓ ～ 12 ｈ      

71 ～ 100 ５ｓ 15 ｓ ～ 24 ｈ 90 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  １０ｓ 20 ｓ ～ 24 ｈ     

  １５ｓ～１ｈ 15 ｓ ～ 24 ｈ      

          

注）表示更新時間は２４時間が最大となります。 

表示更新時間は収録時間より小さくは設定できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】 本システムでは、通信状態によりリトライ（再ダイヤル）の発生などのため、表示更新時間が遅れることがあります。 

最速の表示更新時間は、通信状態が良い状態での期待値となっています。 

表示更新間隔（＝データ読み出し間隔）を最速時間よりも長く設定できる場合は、余裕を持って設定してください。 
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  収録間隔と表示更新時間（２通信ポート時）              

ユニット数 サンプル間隔   収録間隔     表示更新時間 

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ       

1 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 1 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ       

2 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 2 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ       

3 ～ 4 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 3 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ       

5 ～ 7 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 5 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 2 ｓ ～ 6 ｈ       

8 ～ 14 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 10 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 5 ｓ ～ 6 ｈ       

15 ～ 23 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 15 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 5 ｓ ～ 6 ｈ       

24 ～ 30 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 20 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 5 ｓ ～ 6 ｈ       

31 ～ 48 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 30 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 10 ｓ ～ 6 ｈ       

49 ～ 75 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 45 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ 10 ｓ ～ 24 ｈ      

  １０ｓ～１ｈ 10 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 10 ｓ ～ 6 ｈ       

76 ～ 100 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 60 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ 10 ｓ ～ 24 ｈ      

  １０ｓ～１ｈ 10 ｓ ～ 24 ｈ       

 

注）表示更新時間は２４時間が最大となります。 

表示更新時間は収録時間より小さくは設定できません。 

 

 

 

 

 

 

【注意】 本システムでは、通信状態によりリトライ（再ダイヤル）の発生などのため、表示更新時間が遅れることがあります。 

最速の表示更新時間は、通信状態が良い状態での期待値となっています。 

表示更新間隔（＝データ読み出し間隔）を最速時間よりも長く設定できる場合は、余裕を持って設定してください。 
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１１．警報設定 

 

ＭＴ１２００の入力各信号タグに異常値が検出された場合、監視ＰＣへ警報を発することが可能です。 

警報を受けた監視ＰＣでは、警報発生メッセージ表示（ポップアップ表示）、Ｅメール送信等によりお客様が異常を知る

ことが可能です。一方ＭＴ１２００本体では、リレーを動作させることができる為、パトライトの点灯、装置の停止等にご

使用して頂けます。（ＭＴ１２００アラームアウトのリレー開閉容量は３０Ｖ、０．１Ａｍａｘです。） 

［設定］→［警報設定］ を選択すると下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１－１．警報条件の設定 

入力設定の［入力ＯＮ／ＯＦＦ］でＯＮに指定した信号タグに対し警報設定が行えます 

 

１） 警報ＯＮ／ＯＦＦの選択 

監視している信号タグに対し警報の有無が指定できます。 

［ＯＦＦ］    ：信号タグの監視（警報出力）を行いません。トレンドデータの収録は行います。 

［ＯＮ］     ：トレンドデータの収録と共に信号タグの監視を行います。 

［ＯＮ（ＡＮＤ）］：上記ＯＮと同様ですが同一ユニット内の複数信号タグのＡＮＤで成立します。 

 

２） アナログ入力時の警報条件（上限値、下限値）の設定 

入力された信号が上限値または下限値を越え、その状態が許容時間以上持続した時、警報条件が成立します。 

許容時間については 「５）許容時間の設定」をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

設定変更するユニットを選択します。 

温度・電圧ユニットの場合、設定画面 

下限値 

上限値 

警報発生 

サンプル間隔 

アラーム確定ポイントを４ポイントに設定した場合 
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３） 無電圧接点入力モードの警報条件（上限値、下限値）の設定 

無電圧接点入力モードの警報条件は上限値、下限値の設定ではなくＯＮ／ＯＦＦでの設定となります 

警報条件ＯＮは、無電圧接点（リレー）閉、警報条件ＯＦＦは無電圧接点（リレー）開を意味します。 

 

４） パルス入力の警報条件（上限値、下限値）の設定 

パルス入力モードには、パルス波形、パルスカウント、ＯＮ時間測定、イベント時刻記録モードの４タイプがあり、それ

ぞれにより警報条件の考え方が異なります。 

 

 

 

 

 

４）－１ パルス波形モードの警報条件（上限値、下限値）の設定 

パルス波形モードの時は、入力条件（立上り、立下り、立上り／立下り）成立後、その状態が許容時間以上持続した時、

警報条件が成立します。 

 

 

 

 

 

 

４）－２ パルスカウントモードの警報条件（上限値、下限値）の設定 

パルスカウントモードの時は、収録間隔毎のパルス数が上限値または下限値を越え、その状態が許容時間以上持続

した時、警報条件が成立します。但し、パルスカウントモードの積算モードでは、下限値の設定はありません。 

 

４）－３ ＯＮ時間計測モードの警報条件（上限値、下限値）の設定 

ＯＮ時間計測モードの時は、収録間隔毎のＯＮ時間が上限値または下限値を越え、その状態が許容時間以上持続し

た時、警報条件が成立します。 

ＯＮ時間計測モードの積算モードでは、下限値の設定はありません。 

 

４）－４ イベント時刻記録モードの警報条件（上限値、下限値）の設定 

イベント時刻記録モードの時には、設定できる警報条件はありません。 

 

５） 許容時間の設定 

許容時間以上、上限値または下限値を継続して越えた時、警報条件が成立します。 

許容時間の設定はサンプル数を入力します。サンプル間隔×サンプル数が許容時間となります。 

サンプル数に設定可能な値は０～３６００です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警報発生 

サンプル間隔 

警報条件を、ＯＮ（Ｈ ・ クローズ）アラーム 

確定ポイントを３ポイントに設定した場合 

【注意】警報レベルの設定値によっては、入力に何も接続していない状態でも入力開放の為、電圧が不定となり警報条

件が成立することがあります。メンテナンス時には警報をＯＦＦにするか監視を停止して下さい。 

下限値 

上限値 

警報発生 

サンプル間隔 

アラーム確定ポイントを４ポイントに設定した場合 

【注意】積算モード以外では、警報判定はＭＴ１２００で行い警報条件成立で、監視ＰＣに発報します。 
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１１－２．警報出力の設定 

警報条件が成立した時、ＭＴ１２００は監視ＰＣに警報情報を送信（発報）します。 

この時、設定によりＭＴ１２００のリレーを動作させたり、警報メールを送信することができます。 

 

１） 警報リレー動作設定 

警報条件が成立した時、ＭＴ１２００のリレー出力を “動作させる”／“動作しない” を設定できます。 

 

ＭＴ１２００では、半導体リレーを使用しており、３０Ｖ、０．１Ａまでのリレーを開閉することができます。 

N.O：ノーマリオープン端子（ａ接点）、N.C：ノーマリクローズ端子（ｂ接点）、COM：コモン端子端子接続位置を変えることで使い方が変

わります。 

 

N.O端子：ノーマリオープン（正常時オープン、警報時クローズ） 

N.C端子：ノーマリクローズ（正常時クローズ、警報時オープン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 警報メール送信設定 

警報発生時に警報先に警報メールを送信する／しないを設定できます。 

詳細は「１１－３．警報メール設定」を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正常時オープン 

正常時クローズ 

Ｎ．Ｏ 

Ｎ．Ｃ 

ＣＯＭ 
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１１－３．警報メール設定 

監視ＰＣから他のＰＣや携帯電話、ＰＨＳ端末等に警報メールを送信することが可能です。 

メニューの［システム］→［警報メール設定］を選択すると下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 警報先アドレス設定 

警報メール送信先のＥメール・アドレスは、３ヶ所で設定できます。 

 

２） 警報メッセージ設定 

メール先それぞれに対して定型の警報メッセージを入力できます。 

また、送信先毎に警報発生時にメールを送信／送信しない を設定することができます。 

 

３） メール送信内容 

警報メールでは次の項目を送信します。 

 

① 警報メッセージ 

② ユニット名称 

③ 信号タグ名称 

④ 警報値（収録データ） 

⑤ 警報発生日時 

 

 

４） 対応プロトコル 

送信プロトコルとして「ＳＭＴＰ」と「ＰＯＰｂｅｆｏｒｅＳＭＴＰ」に対応しています。 

ＳＭＴＰ使用時は、送信元アドレス，ＳＭＴＰサーバーアドレス，ＳＭＴＰポート番号（初期値２５）を設定してください。 

ＰＯＰbeforeＳＭＴＰ使用時は、ＳＭＴＰ設定に加えてＰＯＰサーバーアドレス，ＰＯＰポート番号（初期値１１０），アカウン

ト名，パスワードを設定してください。 

 

 ５） ダイヤルアップ接続 

ダイヤルアップ接続使用時には、あらかじめ「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「ネットワークとダイヤル

アップ接続」で設定された接続のダイヤルアップ名が表示されます。複数の設定がある場合は選択できます。 

ダイヤルアップ名，ユーザＩＤ，パスワード，アクセスポイント電話番号とダイヤルアップ時のリトライ回数（初期値３）を

設定してください。 

警報が発生しました。 

ユニット１          

接点１         

0           

2002/07/02 11:18:13  

【注意】警報メール機能は、監視ＰＣでＥメールが送信可能なイントラネットやインターネットに接続できる環境が

整っていることを前提としています。また、プロバイダの混雑状況によりＥメールが遅延・不達が発生

する場合があります。 

ＰＯＰｂｅｆｏｒｅＳＭＴＰ時の設定例 

警報メール出力例 
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１１－４．警報履歴 

１） 警報履歴表示 

現在の監視体制で発生した全ユニットの警報情報を最大１００件まで保存することが可能です。 

メニューの［表示］→［警報履歴表示］を選択すると下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 警報履歴保存数 

警報履歴の最大保存数は１００件です。最大保存数を超えた場合は一番古い記録が削除されます。 

 

３） 警報履歴記録内容 

警報が発報されると、次の項目が記録され、警報履歴表示時に表示されます。 

① ユニット名 

② 信号タグ名 

③ 状態 

④ 警報値（発報データ） 

⑤ 発生日時 

 

 警報解除  が押された場合にも解除時刻が記録されます。「１２－４．警報表示動作」を参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） データ欠測情報記録 

通信異常、電源断等何らかの理由でデータが欠測（抜け落ち）した場合は、警報履歴の状態に「データ欠測」、「データ

再開」を記録します。 
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１２．監視 

 

１２－１．監視開始 

 

 監視視開始  をクリックすると以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「表示更新時間」を設定して下さい。 

「表示更新時間」の詳細については「１０－４．データ収録と表示更新時間」をご覧下さい。 

 

 

監視開始の方法として以下の２種類の方式があります。 

(1) 開始時刻を指定して全ユニット一斉に開始する方式 

「監視開始時刻設定」の「開始時」と「開始分」を設定し  ＯＫ  をクリックして下さい。 

次に確認画面が表示されますのでよろしければ  ＯＫ  をクリックしますと監視を開始します。 

もし、設定が違っていれば  キャンセル  をクリックしますと最初の監視開始時刻設定に戻りますので、 

再度設定しなおしてください。 
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(2) 登録されている順番に監視を開始する方式 

  今すぐ実行  をクリックして下さい。 

次に確認画面が表示されますのでよろしければ  ＯＫ  をクリックしますと監視を開始します。 

もし、設定が違っていれば  キャンセル  をクリックしますと最初の監視開始時刻設定に戻りますので、 

再度設定しなおしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】監視中は、システム変更に関わる設定変更は禁止します。 

【公衆契約でお使いの場合注意】  ここで設定する表示更新時間が通信周期になる為、よって通信料金を節約したい場合は、

大きな値を設定して下さい。 
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１２－２．監視画面 

 

１） 監視メイン画面 

定期的に各ユニットのデータを読出し、データベースに格納すると共に最新データを表示します。ユニット名称、ユニ

ット状態表示、信号タグ状態を５０台または１００台一括で表示します。更に指定した２ユニット分の詳細表示を行いま

す。（５１台以上登録した場合、詳細表示エリアはポップアップ画面として表示され、監視メイン画面は１００ユニット分の

全体表示エリアになります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 監視メイン画面（１００ユニット分） 

５１台以上登録した場合、、監視メイン画面は１００ユニット分の全体表示エリアになります。 詳細表示はポップアップ

画面として表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニット表示行内をクリックするとその番号と次の番

号の詳細表示画面がポップアップ表示されます。 

詳細表示するユニットを選択します。 

詳細表示するユニットを選択します。 

詳細表示１ 

詳細表示２ 

詳細表示エリア 全体表示エリア 

監視メイン画面（１００ユニット分） 詳細表示（ポップアップ画面） 
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３） 詳細表示の切り換え 

詳細表示は、アイコンの切り替えで “数値表示” と “バーグラフ表示” に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 数値表示 

 

 

① 表示変更するユニットを選択します。 

② 現在の状態を表示します。 

③ 詳細表示の切り換え 

④ 出力リレーの状態を表します。 

⑤ 測定された最新データを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） バーグラフ表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 表示変更するユニットを選択します。 

② 現在の状態を表示します。 

③ 詳細表示の切り換え 

④ 出力リレーの状態を表します。 

⑤ 測定された最新データを表示します。 

⑥ 警報レベル（上限値は赤色ライン、下限値は水色ラインで表します。） 

⑦ 表示範囲は、警報レベルの値により自動的に設定します。 

表示範囲上部＝警報レベル上限値＋（警報レベル上限値×０．１） 

表示範囲下部＝警報レベル下限値－（警報レベル下限値×０．１） 

 

数値表示” バーグラフ表示 

① ② ③ ④ 

⑤ 

② 

① ② ③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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６） “状態表示”の説明 

状態表示には“ユニットの状態表示”と“各信号タグの状態表示”とがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニットの状態表示 ： ユニットの状況により、以下の種類が表示されます。 

待機中 ユニット内の全信号タグを監視対象からはずした状態、全信号タグＯＦＦの状態 

動作中 通信待ちで異常も発生していない状態 

ＢＡＴＴ ＭＴ１２００の電源電圧が低下した状態 

通信中 通信中でパラメータ設定やデータ収録中の状態 

通信Ｅ 通信がエラー終了した状態 

  

各信号タグの状態表示 ： 信号タグの状況により、以下の種類が表示されます。 

ＯＦＦ 各信号タグ毎に入力がＯＦＦの状態 

収録中 データを取得し記録する状態、警報判定は行わない状態 

監視中 収録と共に判定を行い異常と判断されれば警報を発報する状態 

注意 警報値の９０％の値を超えた状態 

“上限値－下限値”を１００％とした場合の０～１０％以下、９０％～１００％未満が注意範囲となります。 

警報 警報を受けつけた状態 

解除中 収録と共に警報の解除を行い、順次、［監視中］に移行する状態 

 

 

 

 

 

“ユニットの状態表示” 
 “各信号タグの状態表示” 
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１２－３．トレンド表示 

１）トレンド表示（最新データの表示） 

メニューの［表示］→［トレンドグラフ］を選択すると下の画面が表示されます。 

 

① “グループ／ユニット指定” で選択された各信号タグのトレンドを時系列で表示します。 

② “表示モード” により現在の“トレンド表示”、“過去のトレンド表示” 、“過去＋比較トレンド表示”を切り替えます。 

③ “スケール” の指定で、スケールと波形の表示、波形のみの表示、非表示が選択できます。 

ON/OFFの２値のみの入力モードの場合は、スケールは表示しません。表示位置を変更する為のボタンが表示

されています。 

④ 表示されるデータのスケールは、実際に入力されている物理量に変換された数値です。 

⑤ 表示更新時間毎に更新されます。 

⑥ スケールの最上位または最下位の数字を変更することで、表示レンジの変更が可能です。 

⑦ 上下限のアラームレベルは点線で表示されます。 

⑧ 表示データ数は最大３６００データです。 

時間軸の表示時間は10，30min，1，2，3，6，12h，1，2，7，14，31，45dayまで切換可能ですが、表示範囲は表示

データ数以内に制限されます。（例：１秒収録では１時間前までのデータを表示） 

⑨ 信号タグ情報左の色識別表示をクリックすると波形の表示色が変更できます。 

⑩ カーソルを移動し測定データの数値表示、時刻表示ができます。（１秒単位で微調可能） 

ＢＵＲＮＯＵＴ設定時、熱電対の入力がオープンとなるとカーソル値は“ＢＵＲＮ”と表示され、トレンドグラフは、マ

イナス側に振り切れます。 

⑪  整列  により波形の表示位置を均等表示できます。接点、パルス波形などON/OFF２値表示のときに便利です。

（２度目をクリックしてももとには戻りません。） 

⑫ データ形式を積算モードに設定した場合は、スケールの横のチェックを外すと積算表示を瞬時値表示に切り替える

ことが可能です。 

⑬登録されているいずれかのユニットと通信中であることを知らせる表示です。 

通信中は表示動作が遅くなることがあります。 

 

① 

② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑦ 

⑨ ⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑧ 

⑬ 
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２） 過去トレンド表示（過去データの表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 表示モードを“過去トレンド波形”にすることにより過去のデータが表示することができます。 

② 年・月・日・時・分・秒を指定することにより過去のデータを検索できます。 

③ “表示時間”の両脇の ≪ ≫ で表示時間分スクロールできます。  

＜ ＞ で表示時間の半分だけスクロールできます。 

 

３） 過去＋比較トレンド表示 

表示モードを過去＋比較に変更することにより過去トレンド波形を２つ重ね合わせ表示することができます。 

過去波形は実線、比較波形は１点差線で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 
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１２－４．詳細一覧表示 

 

ユニット名、信号タグ名、入力ON/OFF、警報ON/OFF、入力モード、データ形式、サンプル間隔、収録間隔、警報下限

値、警報上限値、最新データ、状態表示を行います。 

メニューの［表示］→［詳細一覧表示］を選択すると下の画面が表示されます。 
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１２－５．警報表示動作 

 

１） 警報発生時の表示 

監視中の信号タグに警報が発生し監視ＰＣに警報が通報されると、警報音（ブザー音）を発生すると共に警報発生メッ

セージ表示（ポップアップ表示）を行います。この警報内容（ユニット名、信号タグ名、警報値、発生時刻）は、警報履歴

ファイルに記録されます。（警報履歴ファイルの参照は、メニューの［表示］→［警報履歴表示］で確認できます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 警報解除 

①警報発生メッセージ表示と警報音の停止 

警報発生メッセージ表示（ポップアップ表示）の ＯＫ をクリックすると、警報音（ブザー音）とポップアップ表示は消え

ます。しかし、監視状態表示は“警報”（赤色点灯）のままです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当信号タグの状態表示（詳細）は、“監視

中”から“警報”（赤色点灯）となります。 

ポップアップ表示 

ユニット名、信号タグ名、警報値 

該当信号タグの状態表示（全体）は、

赤色点灯で表します。 

ＭＴ１２００本体のアラームアウト

の状態を表示します。 

ＭＴ１２００本体のアラームアウト

の状態を表示します。 
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②“警報”（赤色点灯）の解除 

状態表示の“警報”（赤色点灯）を、正常の状態に戻すには  警報解除  をクリックし警報解除画面を開き該当ユニッ

トの警報状態を解除する必要があります。 

 

警報解除には、以下の２通りの方法があります。 

 選択解除   ：メニューで反転表示されているユニットを解除します。 

 全解除     ：警報が発生しているユニットを全て解除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警報解除を行うと状態表示は、“解除中” となり、順次ＭＴ１２００がリセットされ、警報履歴ファイルにも解除情報が記

録されます。解除が終了すると、状態表示は、”解除中” から ”監視中” になります。 

この間、警報を発生していない他の箇所については監視を続行しています。 

 

 

 

１２－６．監視終了 

 

 停止  をクリックすると、監視終了確認画面が表示されます。  ＯＫ  をクリックすると順次ＭＴ１２００の監視状態を

停止して行き、監視終了時にバックアップファルがクローズされますます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】警報履歴ファイルには、この解除動作についても記録しています。 

また、警報レベルなど警報設定を変更した場合も警報が解除されます。但し、この場合は警報履歴には記録されません。 

【参考】次に監視開始するまでは、データベースに格納されたデータを各表示機能で確認することができますが、次回の 

監視を開始するとデータベースは初期化されます。その後のデータ確認は、バックアップファイルビューアを使用 

して下さい。 詳細は、「１６．バックアップファイルビューア」をご覧下さい。 
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１２－７．プログラム終了 

 

１） ［ファイル］ → ［終了］をクリックします。 

 

 

  ２） 終了確認画面が表示されるので  ＯＫ  をクリックします。 

     終了しても登録したＭＴ１２００の電話番号は保持されます。 

     また、各ユニットの設定情報はユニット側で保持しており、ユニットスキャン時に読み込まれます。 
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１３．定時報告書 

 

指定された期日に、監視状態の全ＭＴ１２００の監視データから報告書（日報、週報、月報）を作成し印刷します。 

報告書はMicrosoft Excel用ファイル（ＸＬＳファイル）として作成し自動印刷またはファイル保存が指定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３－１．定時報告書の設定 

１） 時報告書の書式指定 

定時報告書の書式として日報、週報、月報から選択します。重複指定が可能です。 

日報 出力日の前日の０時から２３時の１時間毎のデータをデータ形式の指定に合わせ集計して指定時刻に

出力します。 

週報 “曜日”で指定した一週間前の同曜日の０時から指定曜日の前日の２３時までの６時間毎のデータをデ

ータ形式の指定に合わせ集計して指定曜日の指定時刻に出力します。 

月報 “日付”で指定した日の一ヵ月前の同日から前日までの１日毎のデータをデータ形式の指定に合わせ集

計して指定日の指定時刻に出力します。 

 

 

 

 

２） 出力方法の指定 

・出力方法を“印刷”、“ファイル”から選択します。ファイルを指定した場合は出力先フォルダに出力されます。 

“印刷”、“ファイル” 重複指定が可能です。 

・日付、曜日、時刻を設定することにより、出力日、時刻を変更できます。 

 

３） 出力フォーム 

１ページ目に“表形式のデータ及び警報履歴用シート”、２ページ目に“トレンド波形用シート”として出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】報告書を印刷するにはMicrosoft Excel  

     が別途必要になります。 

【注意】ユニットの選択はできません。登録されたユニットで「待機中」以外のすべてのユニットの報告書が作成されます。 
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１４．ＣＳＶファイルのエクスポート 

 

１４－１．トレンドＣＳＶファイルのエクスポート 

データベースから現在、監視中の監視データを、ＣＳＶ形式で出力することが可能です。 

 

１） トレンドＣＳＶファイル出力の設定 

［ファイル］→［エクスポート］→［ﾄﾚﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀ CSV］ を選択するとユニット選択、時間指定の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

ユニット名とエクスポートする時間を設定し、 ＯＫ  をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存先ファイルパス、ファイル名を設定し、ＯＫ  をクリックすることにより トレンドＣＳＶファイルを出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２） 出力イメージ 

ヘッダ情報として信号タグ名、入力モード、データ形式、単位を付加します。（以下は、Microsoft Excelでファイルを開いた

時のイメージです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信号タグ名 信号１ 信号２ 信号３ 信号４ 信号５ 信号６ リレー出力

入力モード 熱電対 接点 電圧 パルスカウント ON時間計測 ｲﾍﾞﾝﾄ時刻記録

データ形式 瞬時値 瞬時値 瞬時値 積算値 積算値

年/月/日 時：分：秒 ℃ Ｖ ｓ

2002/7/4 17:20:02 26 0 -0.003 200 5 0 0

2002/7/4 17:20:07 25.8 0 -0.002 400 10 0 0

2002/7/4 17:20:12 25.9 0 -0.002 600 15 0 0

2002/7/4 17:20:17 25.9 0 -0.002 800 20 0 0

2002/7/4 17:20:22 25.8 0 -0.002 1000 25 1 0

2002/7/4 17:20:27 25.9 0 -0.002 1200 30 1 0

2002/7/4 17:20:32 25.9 0 -0.002 1400 35 1 0

2002/7/4 17:20:37 26 0 -0.002 1600 40 1 0

2002/7/4 17:20:42 26 0 -0.002 1800 45 1 0

開始と終了の日時を指定します。 

ユニット名を指定します。 
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１４－２．設定一覧ＣＳＶファイルのエクスポート 

データベースから現在の設定条件をＣＳＶ形式で出力することが可能です。 

 

１） 設定一覧ＣＳＶファイル出力の設定 

［ファイル］→［エクスポート］→［設定一覧ＣＳＶ］ を選択すると出力ファイル名を入力する画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

保存先ファイルパス、ファイル名を設定し、ＯＫ  をクリックするとトレンド設定条件をＣＳＶファイルに出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力が終了すると以下の表示がされます。 

 

 

 

２） 出力イメージ 

次のようなフォーマットで出力します。（以下は、Microsoft Excelでファイルを開いた時のイメージです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 電話番号 ユニット名称 収録 待機 信号タグ名 入力 警報 入力モード データ形式 サンプル間隔 収録間隔 積算ﾘｾｯﾄ間隔 下限値 上限値

1 #/93 温度・電圧 ON OFF 温度１ ON ON 熱電対(K) 瞬時値 1s 5s 0.0℃ 30.0℃
2 #/93 温度・電圧 ON OFF 接点２ ON ON 無電圧接点 瞬時値 1s 5s 立下り
3 #/93 温度・電圧 ON OFF 電圧３ ON ON 電圧 瞬時値 1s 5s -20.000V 20.000V
4 #/93 温度・電圧 ON OFF パルスカウント１ ON ON ﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾄ 積算値 1s 5s 10min -1 32767
5 #/93 温度・電圧 ON OFF ＯＮ時間計測２ ON ON ON時間計測 瞬時値 1s 5s -1 32767
6 #/93 温度・電圧 ON OFF ｲﾍﾞﾝﾄ時刻記録３ ON ON ｲﾍﾞﾝﾄ時刻記録 瞬時値 1s 5s 立上り
7 #/93 振動 ON OFF 振動１ ON ON 加速度 瞬時値 2s 60s -50.0m/s2 200.0m/s2
8 #/93 振動 ON OFF 速度２ ON ON 速度 瞬時値 2s 60s -1.0mm/s 300.0mm/s
9 #/93 振動 ON OFF ベアリング３ ON ON ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 瞬時値 2s 60s -1.0m/s2 200.0m/s2

10 #/93 振動 ON OFF パルスカウント１ ON ON ﾊﾟﾙｽｶｳﾝﾄ 瞬時値 2s 60s -1 32767
11 #/93 振動 ON OFF ＯＮ時間計測２ ON ON ON時間計測 瞬時値 2s 60s -1 32767
12 #/93 振動 ON OFF ｲﾍﾞﾝﾄ時刻記録３ ON ON ｲﾍﾞﾝﾄ時刻記録 瞬時値 2s 60s 立上り
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１４－３．リアルＣＳＶ出力のエクスポート 

 

ワイヤレスセンジングビューアでは、各ユニットから吸い上げられたデータを他のシステムで使用可能にする為、常に

ＣＳＶ形式のファイルで出力することが可能です。 

ファイルは、各ユニットの表示更新時（＝データ読みだし時）毎に出力されるヘッダなしのＣＳＶファイルです。下記のファ

イルイメージを参照して下さい。 

 

１） リアルＣＳＶ出力の設定 

ワイヤレスセンシングビューアを起動する前に、ＩＮＩファイル変更ユーティリティで設定しておく必要があります。 

 

２） ファイル名 

  リアルＣＳＶファイルのファイル名は、「先頭データのタイムスタンプ（年月日時分秒）＋ユニット名．ＣＳＶ」となります。 

 

３） 出力イメージ 

次のようなフォーマットで出力します。（以下は、Microsoft Excelでファイルを開いた時のイメージです。） 

データの順序は、トレンドデータＣＳＶファイルと同様です。 

年/月/日、時：分：秒、各信号タグ（下表は温度・電圧ユニットのため、左からアナログ入力１，２，３，パルス入力１，２，３、

リレー出力）の順に収録間隔毎のデータを時系列で出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2002/8/16 16:18:14 25.4 0 -0.003 0 0 0 0 

2002/8/16 16:18:19 25.6 0 -0.003 0 0 0 0 

2002/8/16 16:18:24 25.6 0 -0.003 0 0 0 0 

2002/8/16 16:18:29 25.6 0 -0.002 0 0 0 0 

2002/8/16 16:18:34 25.4 0 -0.002 0 0 0 0 

2002/8/16 16:18:39 25.4 0 -0.003 0 0 0 0 

2002/8/16 16:18:44 25.7 0 -0.002 0 0 0 0 

2002/8/16 16:18:49 25.7 0 -0.003 0 0 0 0 

2002/8/16 16:18:54 25.7 0 -0.001 0 0 0 0 

2002/8/16 16:18:59 25.7 0 -0.003 0 0 0 0 

2002/8/16 16:19:04 25.7 0 -0.003 0 0 0 0 

2002/8/16 16:19:09 25.7 0 -0.002 0 0 0 0 

2002/8/16 16:19:14 25.5 0 -0.002 0 0 0 0 

2002/8/16 16:19:19 25.4 0 -0.003 0 0 0 0 

2002/8/16 16:19:24 25.6 0 -0.001 0 0 0 0 

2002/8/16 16:19:29 25.7 0 -0.001 0 0 0 0 
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１５．データベース 

 

１５－１．データベースについて 

 

監視データは、リング状データベースを構築し管理しています。データを保持できる最大期間は、ユニット数、収録間

隔により異なり、最大保持期間を過ぎると、古いデータを削除（１週間単位）し、新しいデータを上書きします。この保持期

間内で有れば過去のデータをトレンド表示することが可能です。 

また、同時にバックアップファイルも作成しています。このファイルはユーティリティのバックアップファイルビューアで

見ることが可能です。「１６．バックアップファイルビューア」を参照して下さい。 

 

１５－２．データベースのサイズ 

・データベースサイズ  ２Ｇバイト 

 

 

 

 

 

１５－３．バックアップファイル 

監視開始から停止までの監視単位毎にバックアップファイルを作成します。 

データベースの最大保持期間を越える長期に渡る監視を行う場合でも、バックアップファイルは作成続けます。 

 

・バックアップファイルの出力先フォルダの指定に関しては、 「４－３．初期設定  ４） バックアップファイル出力先

の設定」をご覧下さい。 

・不要となったバックアップファイルの削除に関しては、「１６－５．バックアップファイルの削除」をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベース 

２Ｇバイト 

過去に監視したデータの 

バックアップファイル 

監視中に自動的に作成されている 

バックアップファイル 

【参考】ユニット１００台、収録間隔３０秒で監視した場合、約７２日分の監視データを記録可能。 
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１６．バックアップファイルビューア 

 

バックアップファイルビューアは、過去に監視を行った際に自動作成したバックアップファイルのデータを表示するソフト

ウェアです。トレンド表示（過去トレンド、過去＋比較トレンド）、詳細一覧表示、警報履歴表示、イベント履歴表示、ＣＳＶファ

イル出力、バックアップファイルの削除が行えます。 

 

１６－１．プログラムの起動 

デスクトップアイコンよりバックアップファイルビューアを起動します。 

起動時に、バックアップファイルを検索し、下記のデータファイル選択画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイルを指定し、 Ｖｉｅｗｅｒ  をクリックするとトレンド表示画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    画面 １． トレンド表示画面 

バックアップファイルビューアの 

デスクトップアイコン 

バックアップされたファイルは、監視開始時刻で表されます。 

１ 

２ 
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１６－２．バックファイルビューアのトレンド表示 

 

 

 

 

 

１６－３．詳細一覧表示、警報履歴表示、イベント履歴表示 

バックアップされたファイルの詳細設定、、警報履歴、イベント履歴を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は、「１１－４．警報履歴」、「１２－２．監視表示」 の３）詳細一覧表示 をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

１６－４．バックアップファイルビューアからのＣＳＶ出力 

バックアップファイルのデータを、ＣＳＶ形式で出力することが可能です。 

 

 

 

 

 

詳細は、「１４－１．トレンドＣＳＶファイルのエクスポート」を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

操作は、「１２－３．トレンド表示」 の過去トレンド、過去＋比較トレンド と同様です。 

【注意】 バックアップファイルビューアからＣＳＶ出力できるデータは、画面 １． トレンド表示画面に示

す①の時間（最新時刻データ）からさかのぼり３６００データとなります。 

     尚、この３６００データとは、収録間隔時間に対しての３６００データとなりますので、１回で出力 

     されるデータは、下記に示す関係式が成立します。 

        収録間隔 × ３６００ ＝ データ出力時間（ＣＳＶ出力） 

 

【注意】 警報履歴、イベント履歴は監視単位毎のバックアップファイルには、最大最新の１０００件が 

保存されます。 

《 例 》 

    画面１．トレンド表示画面の例では、現在の最新時刻データは、②に示す時刻、 

  ２００２年７月２日１０時２５分３１秒です。このときの収録間隔が１０ｓだとした場合、ＣＳＶ出力は、 

  １回でどのくらいの時間分のデータを出力できるのか。 

 

    上記の関係式により、１０（ｓ）×３６００（データ）＝３６０００（秒分のデータ） 

                                 ＝３６０００÷６０（秒）÷６０（分） 

                                 ＝１０（時間分のデータ） 

    になります。 

  よって、現在の最新時刻から１０時間前までのデータが出力されるのです。 

  もし、次のデータが欲しい場合は、②の時刻設定を２００２年７月２日０時２５分３１秒にすれば 

  そこからさかのぼった１０時間分のデータを出力することが出来ます。 

  表示時間を選択の最大値にすると、1画面で３６００データ分が表示されます。（但し、データ間は、 

  間引きされています。） 
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１６－５．バックアップファイルの削除 

ワイヤレスセンシングモニターでは、自動的にバックアップファイルを作成する為に監視の開始・停止を頻繁に繰

り返すと不要なファイルが無数に作成されます。本機能により不要なファイルは定期的に削除して下さい。 

 

不要なファイルを指定し、 削除  をクリックするとファイル削除の為の確認画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認画面の  ＯＫ  をクリックするとファイルを削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バックアップされたファイルは、監視開始時刻で表されます。 
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１６－６．バックアップファイル参照フォルダ、ＣＳＶエクスポート出力フォルダの指定 

バックアップファイルの参照先を変更する場合とＣＳＶエクスポート出力フォルダを変更する場合は、以下の手順に

従い行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［設定］をクリックすると以下の設定画面が表示されます。 

「バックアップファイルの参照先」、「ＣＳＶエクスポート出力フォルダ」を設定し  ＯＫ  をクリックして下さい。 
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１７．その他の機能 

 

１７－１．機器初期化 

ＭＴ１２００を工場出荷時の状態に初期化します。 

２連ユニットは２ユニットとも同時に初期化します。１ユニットのみの初期化はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７－２．リトライ回数の設定 

電波障害等により通信が行えないユニットが有る場合、ここで設定した回数分だけユニットスキャンを繰り返します。

設定可能回数 １～９回 （ 初期値は３回 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７－３．表示更新時間表示の確認 

「１２－１．監視開始」で、監視開始時間の指定の項目にある表示更新時間の設定値を監視状態でも確認する為に、 

メニューの［表示］ → ［表示更新時間表示］を選択すると、下記の画面が表示され表示更新時間 

を確認することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 リダイヤル、通信エラー時の再接続は、３回固定です。 
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１７－４．Ｖｅｒ．情報の確認 

本ソフトウェア、ＭＴ１２－７０１（ワイヤレス・センシング・ビューア）のバージョン情報を確認することが出来ます。 

メニューの［ヘルプ］を選択する。 
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［入力設定／ユーザスケール設定／警報設定／収録設定］ 

［ユニットスキャン］ 

［タグ名登録］ 

 

１８．メニュー一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

  

 

 

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＥＬ番号登録 

ユニット名称登録 

グループ登録 

機器登録 

エクスポート 

終了 

ファイル 

設  定 

詳細一覧表示 

トレンド表示 

警報履歴表示 

イベント履歴表示 

表示更新時間表示 

表  示 

システム 
定時報告書の作成 

機器初期化 

リトライ回数の設定 

警報メール設定 

監視表示 

トレンドデータＣＳＶ出力 

設定一覧ＣＳＶ出力 

Ｖｅｒ．情報 ヘルプ 
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１９．アンインストール 

 

１９－１．ワイヤレスセンシングビューアのアンインストール 

１）ワイヤレスセンシングビューアのインストールＣＤをＰＣに挿入すると、下記に示すＷＳＶ（ワイヤレス・センシング・ 

   ビューア）インストール画面が表示されます。「ＷＳＶ＆ＲｕｎＴｉｍｅＥｎｇｉｎｅインストール」のボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）つぎに、自動的にインストールウィザードが起動します。  “削除”のラジオボタンをクリックし、  次へ  をクリック 

  して下さい。 アンインストールが開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）確認画面が表示されますので  ＯＫ  をクリックして下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＳＶ＆ＲｕｎＴｉｍｅ Ｅｎｇｉｎｅ 

インストール 

のボタンをクリックする。 
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４）「共有ファイルの検出」画面が表示されますので  はい  をクリックして下さい。  

    共有ファイルの検出は使用状況により数回表示されることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）ワイヤレスセンシングビューアのアンインストール完了画面が表示されます。 

   完了 をクリックしアンインストール完了ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）続けて、ＬａｂＶｉｅｗランタイムエンジンのアンインストールが開始されます。 

 

 

 

１９－２．ＬａｂＶＩＥＷランタイムエンジンのアンインストール 

１） 続けて、ＬａｂＶｉｅｗランタイムエンジンのアンインストールを行います。 

  “削除”のラジオボタンをクリックし、  次へ  をクリックして下さい。 アンインストールが開始されます。 
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２） 確認画面が表示されますので  次へ を クリックして下さい。 アンインストールが開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） ＬａｂＶｉｅｗランタイムエンジンのアンインストール完了画面が表示されます。 

  終了 をクリックしアンインストールを完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 最後にＷＳＶ（ワイヤレス・センシング・ビューア）インストール画面の  インストール終了  ボタンをクリックし、 

  終了させ、ＰＣ本体よりＣＤを取り出して完了してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストール終了 

のボタンをクリックする。 
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１９－３．ＮＩ－ＶＩＳＡのアンインストール 

 

１） 「スタート」 → 「設定」 → 「コントロールパネル」 より「アプリケーションの追加と削除」を起動します。 

「NI-VISA 2.6.0 Runtime」を選択し、  変更  をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 「NI-VISA 2.6.0 Runtime」のセットアップ画面が表示されます。 

 Remove All  をクリックすると、  Ｎｅｘｔ  が有効になりますのでクリックして下さい。 

アンインストールが開始されます。 
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３）  Ｎｅｘｔ  をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 以下のような実行画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）  Ｆｉｎｉｓｈ  をクリックしてアンインストールを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６） 必ず、再起動して下さい。 
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１９－４．ＭＳＤＥのアンインストール 

１） ＭＳＤＥサービスの停止 

画面右下○枠の位置で、マウスを右クリックし、「MSSQLServer － 停止」 を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 確認画面が表示されますので、 はい を クリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） ＭＳＤＥサービスマネージャを終了する。 

○枠の位置で、マウスを右クリックし、「終了」 を選択します。 
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４） アプリケーションの追加と削除 

「スタート」 → 「設定」 → 「コントロールパネル」 より「アプリケーションの追加と削除」を起動します。 

「ＭＥＳＤＥ」を選択し、  変更／削除  をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） 確認画面が表示されますので、  はい  をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６） 共有ファイル削除 

「共有ファイルを削除しますか？」という確認画面が表示されますので、   すべてはい  をクリックして下さい。 
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７） 共有ファイル削除 

再度「共有ファイルを削除しますか？」という確認画面が表示されますので、   はい  をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

８） 削除実行画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９） 手動操作によるデータベースファイルの削除 

削除後、 詳細  をクリックすると下記のメッセージが表示されますが、「C:\MSSQL7\Data」フォルダ以外のフォル

ダ・ファイルは削除されています。 

「C:\MSSQL7\Data」フォルダにはデータベースファイル「WSV_DB.mdf」と「WSV_DB.ｌdf」が格納されていますので、手

動操作（エクスプローラ）で「C:\MSSQL7」フォルダごと削除して下さい。 
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２０．仕様 

 

２０－１．動作環境 

対応ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００（＋サービスパック２以上推奨） 

ＣＰＵ速度  ５００ＭＨｚ（推奨１ＧＨｚ）以上 

メモリ容量 １２８ＭＢ（推奨２５６ＭＢ）以上 

ハードディスク容量 ２０ＧＢ（推奨４０ＧＢ）以上※２ 

画面 １０２４×７６８以上（表示は１０２４×７６８固定） 

データ送受信用インタフェース ＲＳ－２３２Ｃポート  １ポートまたは２ポート＊１ 

ディスプレイ解像度 １０２４×７６８（固定） 

ＰＣ側ＰＨＳ受信装置 ＰＡＵ―５０２ＲＳ（NEC製） 

その他 定時報告書出力用にＭｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｘｃｅｌ２０００または２００２が別途必要 

＊１ 機器設定・データ収集用と警報待受用にＰＨＳ回線を２回線使用しますと、更に高い信頼性を確保できます。 

＊２ 本ソフトウェアをインストールする際にディスク容量は、最低でも５ＧＢ以上必要です。 

 

２０－２．ワイヤレスセンシングモニタのタイプ 

以下のタイプのワイヤレスセンシングモニタが使用可能です。 

    タイプ     形 式 

温度・電圧タイプ ＭＴ１２－１０１ 

回転体振動タイプ ＭＴ１２－１０２ 

接点タイプ ＭＴ１２－１０４ 

パルスタイプ ＭＴ１２－１０５ 

 

２０－３．ワイヤレスセンシングモニタＭＴ１２００の登録 

２０－３－１．監視可能な信号タグ数 

最大アナログ３００信号タグ、パルス３００信号タグまで監視可能 

（接点ユニットの場合、最大接点１０００信号タグ、パルス２００信号タグまで） 

基本ユニット時             最大１００台 

基本ユニット＋増設ユニット時   最大 ５０台 

 

２０－３－２．機器登録 

１）電話番号登録 

・ＭＴ１２００電話番号（自営、公衆）の登録 

・通常通信用及び警報受信用電話番号登録 

２）ユニット名称登録 

・ユニット名称（全角８文字） 

・信号タグ名称（全角８文字） 

３）グループ登録 

・グループ名称登録、グループメンバー（信号タグ）指定、５グループ（各６信号タグ） 

４）ユニットスキャン機能 

・電話番号登録済みＭＴ１２００の構成、設定内容等の自動読み出し 

・警報送信先設定（ＰＣの電話番号をＭＴ１２００へ設定） 

・時刻の自動設定（ＰＣの時刻をＭＴ１２００へ設定） 
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２０－４．入力設定 

２０－４－１．温度・電圧ユニットの設定 

１）「待機させる」指定により該当ユニットを監視対象から除くことが可能 

２）入力ＯＮ／ＯＦＦの設定により信号タグ単位で監視対象から除くことが可能 

３）アナログ入力モード設定（３入力） 

・熱電対、サーミスタ温度計、ＤＣ電圧、電流（4～20mA）、無電圧接点より選択 

・バーンアウトチェックＯＮ／ＯＦＦ、内部温度補償ＯＮ／ＯＦＦ（熱電対時） 

・熱電対の選択（Ｋ,Ｅ,Ｊ,Ｔ） 

４）パルス入力モード設定（３入力） 

・パルスカウント、ＯＮ時間計測、イベント時刻記録、パルス波形より選択 

・デジタルフィルタの指定（ＯＦＦ，１０ｍｓ，３０ｍｓより選択） 

・入力極性指定（立ち上がり、立ち下がり、両極性より指定） 

５）データ形式設定 

・熱電対，サーミスタ温度計，ＤＣ電圧，電流（4～20mA）時は、収録間隔内のサンプリング値の平均値、最大値、最

小値または収録時の瞬時値から選択し収録 

・無電圧接点時は収録時の瞬時値を収録 

・パルスカウント、ＯＮ時間計測時は、収録間隔内のサンプリング値の平均値、最大値、最小値または収録時の瞬時

値、積算値を選択し収録 

・イベント時刻記録、パルス波形時は収録時の瞬時値を収録 

６）ユーザスケール設定 

・アナログ入力モード設定が熱電対、サーミスタ温度計、ＤＣ電圧、電流（4～20mA）の時、ユーザスケール設定可 

・パルス入力モード設定がパルス・カウント、ＯＮ時間計測の時、ユーザスケール設定可 

 

２０－４－２．回転体振動ユニットの設定 

１） 待機させる」指定により該当ユニットを監視対象から除くことが可能 

２） 入力ＯＮ／ＯＦＦの設定により信号タグ単位で監視対象から除くことが可能 

３） アナログ入力モード設定（３入力） 

振動シビアリティ測定（加速度，速度，変位），ベアリング（Ｈ関数準拠＊2）より選択 

４） パルス入力モード設定（３入力） 

・パルスカウント、ＯＮ時間計測、イベント時刻記録、パルス波形より選択 

・デジタルフィルタの指定（ＯＦＦ，１０ｍｓ，３０ｍｓより選択） 

・入力極性指定（立ち上がり、立ち下がり、両極性より指定） 

５） データ形式設定 

・振動シビアリティ測定（加速度，速度，変位），ベアリング時は収録間隔内のサンプリング値の平均値、最大値、

最小値または収録時の瞬時値を選択し収録 

・パルスカウント、ＯＮ時間計測時は、収録間隔内のサンプリング値の平均値、最大値、最小値または収録時の

瞬時値、積算値を選択し収録 

・イベント時刻記録、パルス波形時は収録時の瞬時値を収録 

６） センサ感度補正 

・０．９～１１ｍＶ／ｍ/ｓ2のセンサ感度に対応 

７） ユーザスケール設定 

・アナログ入力モード設定が加速度，速度，変位、ベアリングの時、ユーザスケール設定可 

・パルス入力モード設定がパルスカウント、ＯＮ時間計測の時、ユーザスケール設定可 

 

＊２ Ｈ関数はＩＭＶ株式会社の定める測定条件に準拠しています。 
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２０－４－３．接点ユニットの設定 

１）「待機させる」指定により該当ユニットを監視対象から除くことが可能 

２）入力ＯＮ／ＯＦＦの設定により信号タグ単位で監視対象から除くことが可能 

３）接点入力設定（１０入力） 

・無電圧接点（固定） 

４）パルス入力モード設定（２入力） 

・パルスカウント、ＯＮ時間計測、イベント時刻記録、パルス波形より選択 

・デジタルフィルタの指定（ＯＦＦ，１０ｍｓ，３０ｍｓより選択） 

・入力極性指定（立ち上がり、立ち下がり、両極性より指定） 

５）データ形式設定 

・無電圧接点は収録時の瞬時値を収録 

・パルスカウント、ＯＮ時間計測時は、収録間隔内のサンプリング値の平均値、最大値、 

最小値または収録時の瞬時値、積算値を選択し収録 

・イベント時刻記録、パルス波形時は収録時の瞬時値を収録 

６）ユーザスケール設定 

・パルス入力モード設定がパルス・カウント、ＯＮ時間計測の時、ユーザスケール設定可 

 

２０－４－４．パルスユニットの設定 

１）「待機させる」指定により該当ユニットを監視対象から除くことが可能 

２）入力ＯＮ／ＯＦＦの設定により信号タグ単位で監視対象から除くことが可能 

３）パルス入力モード設定（３信号タグ） 

・パルスカウント、ＯＮ時間計測、イベント時刻記録、パルス波形より選択 

・デジタルフィルタの指定（ＯＦＦ，１０ｍｓ，３０ｍｓより選択） 

・入力極性指定（立ち上がり、立ち下がり、両極性より指定） 

４）データ形式設定 

・パルスカウント、ＯＮ時間計測時は、収録間隔内のサンプリング値の平均値、最大値、最小値または収録時の瞬時値、

積算値を選択し収録 

・イベント時刻記録、パルス波形時は収録時の瞬時値を収録 

５）ユーザスケール設定 

・パルス入力モード設定がパルス・カウント、ＯＮ時間計測の時、ユーザスケール設定可 

 

２０－５．収録条件の設定 

２０－５－１．収録条件 

１）サンプル間隔 

・サンプル間隔に合わせて、警報の有無を判定 

・1，2，5，10，20，30s，1，2，5，10，20，30min，1ｈより選択 

（回転体振動ユニットのサンプル間隔は２ｓ～１ｈ） 

２）収録間隔 

・実際にデータを記録する周期 

・1，2，5，10，15，20，30s，1，2，5，10，15，20，30min，1，2，3，6，12，24ｈより選択 

（回転体振動ユニットの収録設定は２ｓ～24ｈ） 

３）サンプル間隔と収録間隔の関係 

サンプル間隔 収録間隔 

１ｓ サンプル間隔設定～ ６ｈ 

２ｓ サンプル間隔設定～１２ｈ 

 ５ｓ～１ｈ サンプル間隔設定～２４ｈ 

＊サンプル間隔≦収録間隔≦サンプル間隔＊32767（２４ｈ以下） 

 

４）収録の禁止 

・「収録する」にチェックがない場合、データを収録せず監視のみを行なう 
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２０－５－２．積算リセット間隔 

・パルスカウント、ＯＮ時間計測時、積算を選択した場合、積算のリセット間隔を選択可能 

1，2，5，10，15，20，30min， 1，2，3，6，12h，1，2，3，4，5，6，7，10，14，15，20，21day，1monthより選択 

      （１monthを指定した場合は、月毎の１ヶ月の日数を自動調整し月末日２３時５９分５９秒でリセット） 

 

２０－５－３．表示更新間隔 

・登録ユニット数、各収録間隔、通信回線数により、最適な表示更新間隔が設定可能 

・表示更新間隔毎にＭＴ１２００と通信しデータを取得 

 

 収録間隔と表示更新時間（１通信ポート時）              

ユニット数 サンプル間隔   収録間隔        更新時間 

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ       

1 ～ 2 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 1 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ       

3 ～ 5 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 5 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 2 ｓ ～ 6 ｈ       

6 ～ 10 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 10 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 5 ｓ ～ 6 ｈ       

11 ～ 16 ２ｓ 5 ｓ ～ 12 ｈ 15 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 5 ｓ ～ 6 ｈ       

17 ～ 22 ２ｓ 5 ｓ ～ 12 ｈ 20 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 5 ｓ ～ 6 ｈ       

23 ～ 33 ２ｓ 5 ｓ ～ 12 ｈ 30 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 10 ｓ ～ 6 ｈ       

34 ～ 51 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 45 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ 10 ｓ ～ 24 ｈ     

  １０ｓ～１ｈ 10 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 10 ｓ ～ 6 ｈ       

52 ～ 70 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 60 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ 10 ｓ ～ 24 ｈ     

  １０ｓ～１ｈ 10 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 15 ｓ ～ 6 ｈ       

  ２ｓ 20 ｓ ～ 12 ｈ      

71 ～ 100 ５ｓ 15 ｓ ～ 24 ｈ 90 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  １０ｓ 20 ｓ ～ 24 ｈ     

  １５ｓ～１ｈ 15 ｓ ～ 24 ｈ       

          

注）表示更新時間は２４時間が最大となります。 

表示更新時間は収録時間より小さくは設定できません。 

最速の表示更新時間は、通信状態が良い状態での期待値です。 
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 収録間隔と表示更新時間（２通信ポート時）       

ユニット数 サンプル間隔   収録間隔        更新時間 

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ       

1 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 1 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ       

2 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 2 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ       

3 ～ 4 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 3 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 1 ｓ ～ 6 ｈ       

5 ～ 7 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 5 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 2 ｓ ～ 6 ｈ       

8 ～ 14 ２ｓ 2 ｓ ～ 12 ｈ 10 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 5 ｓ ～ 6 ｈ      

15 ～ 23 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 15 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 5 ｓ ～ 6 ｈ       

24 ～ 30 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 20 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 5 ｓ ～ 6 ｈ       

31 ～ 48 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 30 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ～１ｈ 5 ｓ ～ 24 ｈ      

  １ｓ 10 ｓ ～ 6 ｈ       

49 ～ 75 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 45 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ 10 ｓ ～ 24 ｈ     

  １０ｓ～１ｈ 10 ｓ ～ 24 ｈ       

  １ｓ 10 ｓ ～ 6 ｈ       

76 ～ 100 ２ｓ 10 ｓ ～ 12 ｈ 60 ｍｉｎ ～ 収録間隔×360 

  ５ｓ 10 ｓ ～ 24 ｈ     

  １０ｓ～１ｈ 10 ｓ ～ 24 ｈ       

注）表示更新時間は２４時間が最大となります。 

表示更新時間は収録時間より小さくは設定できません。 

最速の表示更新時間は、通信状態が良い状態での期待値です。 

 

２０－６．監視および警報 

２０－６－１．監視信号タグ設定 

・監視信号タグを設定 

・警報用上下限値を設定 

・警報用上下限値を越えてから「警報」とするまでの許容時間を設定 

・許容時間の設定はサンプル数を入力 （許容時間＝サンプル間隔×サンプル数） 

・サンプル数に設定可能な値は０～３６００ 

 

 

２０－６－２．アラーム出力の論理設定 

監視対象の信号タグからの警報のＡＮＤ設定により、警報を統合しアラーム発報可能 

・同一ユニット内の任意の信号タグにＡＮＤ要因を設定 
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２０－７．表示 

２０－７－１．監視表示 

１）監視表示 

・５０ユニット一覧表示 

詳細表示として２ユニットの数値またはバーグラフ表示 

・１００ユニット一覧表示 

詳細表示として２ユニットの数値またはバーグラフ表示（ポップアップ画面） 

２）状態表示 

・ユニットの状態表示 

待機中 ユニット内の全信号タグを監視対象からはずした状態、全信号タグＯＦＦの状態 

動作中 通信待ちで異常も発生していない状態 

ＢＡＴＴ ＭＴ１２００の電源電圧が低下した状態 

通信中 通信中でパラメータ設定やデータ収録中の状態 

通信Ｅ 通信がエラー終了した状態 

  

・信号タグの状態表示 

ＯＦＦ 各信号タグ毎に入力がＯＦＦの状態 

収録中 データを取得し記録する状態、警報判定は行わない状態 

監視中 収録と共に判定を行い異常と判断されれば警報を発報する状態 

注意 警報値の９０％の値を超えた状態 

“上限値－下限値”を１００％とした場合の０～１０％以下、９０％～１００％未満が注意 

警報 警報を受けつけた状態 

解除中 収録と共に警報の解除を行い、順次、［監視中］に移行する状態 

 

 

２０－７－２．トレンド表示 

 １）トレンド表示（最新データの表示） 

・ユニットまたはグループ単位で表示更新時間毎に更新、表示 

・信号タグ毎に非表示、波形のみ表示、波形とスケールの表示を選択 

・表示範囲 

時間軸表示範囲  10，30min， 1，2，3，6，12h， 1，2，7，14，31，45day 

但し、表示データ数は最大３６００データ 

・カーソル読み取り 

カーソルを移動し測定データの数値表示、時刻表示が可能 （１秒単位で微調可能） 

・表示スケールの変更 （スケールの上限、下限の数値を変更） 

・整列ボタンにより表示波形を均等表示 （非可逆表示） 

・積算表示時に瞬時値表示との切り替え表示が可能 

２）過去トレンド表示（過去データの表示） 

・年・月・日・時・分・秒を指定することにより過去のデータを検索 

・過去データの比較（重ね合わせ）表示 

・過去のトレンドデータを２件重ね合わせて表示 

・その他機能は１）トレンド表示と同様 

 

２０－７－３．履歴表示 

１） 警報履歴表示 

・表示内容       ：発生日時，ユニット名，信号タグ名，データ状態，警報値  

・警報履歴の保存数 ：最大１００件（最大数を越えた場合は古いものから削除） 

２） イベント履歴表示 

・表示内容        ：ユニット名，信号タグ名，イベント要因，発生日時 

・イベント履歴の保存数：最大１００件（最大数を越えた場合は古いものから削除） 
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２０－７－４．詳細一覧表示 

・ユニット名，信号タグ名，入力ON/OFF ，警報ON/OFF ，入力モード，データ形式，サンプル間隔，収録間隔，下限

値，上限値，最新データ，状態を各信号タグ毎に一覧表示 

 

 

２０－８．警報メール 

警報発生時に、最大３アドレスに警報メールを送信 

・送信先設定   ：送信先メールアドレス，送信メッセージ，警報時送信する／しないを３ヶ所まで設定可 

・送信内容     ：ユニット名、信号タグ名、警報値、発生日時、送信メッセージ 

・送信プロトコル ：ＳＭＴＰ （送信元アドレス，ＳＭＴＰサーバーアドレス，ＳＭＴＰポート番号（初期値２５）を設定） 

ＰＯＰbeforeＳＭＴＰ （ＳＭＴＰ設定の他にＰＯＰサーバーアドレス，ＰＯＰポート番号（初期値１１０）， 

アカウント名，パスワードを設定） 

・ダイヤルアップ ：ＰＰＰ （ダイヤルアップ名，ユーザＩＤ，パスワード，アクセスポイント電話番号を設定） 

ダイヤルアップ時のリトライ回数を設定可能 （初期値３） 

 

 

２０－９．定期報告書の作成機能 

指定された期日に、全ユニットの監視データから報告書（日報、週報、月報）を作成し自動印刷およびファイル保存 

・報告書形式選択   ：日報，週報，月報 （重複選択可） 

・印刷日時設定     ：時刻，曜日，日付 

・出力先フォルダ指定  

・出力フォーマット   ：Ｅｘｃｅｌ形式（ＸＬＳファイル） 

（報告書を印刷するにはMicrosoft Excelが別途必要） 

日報 出力日の前日の０時から２３時の１時間毎のデータをデータ形式の指定に合わせ集計して指定時刻に

出力 

週報 “曜日”で指定した一週間前の同曜日の０時から指定曜日の前日の２３時までの６時間毎のデータを 

データ形式の指定に合わせ集計して指定曜日の指定時刻に出力 

月報 “日付”で指定した日の一ヵ月前の同日から前日までの１日毎のデータをデータ形式の指定に合わせ 

集計して指定日の指定時刻に出力 

 

 

２０－１０．データファイルの出力 （エクスポート機能） 

データ、設定情報をＣＳＶ形式で、ファイルへ出力します。 

・トレンドデータＣＳＶ出力 ：ユニット番号，保存先ファイルパス，開始終了年月日を指定 

                 信号タグ名，入力モード，データ形式，単位を年月日，時分秒の時系列で一覧出力 

・設定一覧ＣＳＶ出力   ：保存先ファイルパスを指定 

                 登録された全信号タグの電話番号，ユニット名称，収録ON/OFF，待機ON/OFF， 

信号タグ名，入力ON/OFF，警報ON/OFF，入力モード，データ形式，サンプル間隔， 

収録間隔，積算リセット間隔，警報下限値，上限値を一覧出力 

 

 

２０－１１．データベースおよびデータバックアップ 

・収録されたデータをデータベースにより管理 

・最大データ保持期間は、ユニット数、収録間隔により決定 

例）ユニット１００台 、収録間隔３０秒で監視した場合、約７２日分の監視データを記録 

・監視開始から停止までの監視単位毎にバックアップファイルを作成 

・新規監視開始時にバックアップファイルを残しデータベースを初期化 

注意）最大データ保持期間を過ぎると、古いデータを削除（１週間単位）し新しいデータを記録 
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２０－１２．その他 

１）機器初期化 

ＭＴ１２００の設定を工場出荷時の状態に初期化 

２）リトライ回数設定 

ユニットスキャン時のリトライ回数を設定 （初期値３回） 

 

 

２０－１３．ユーティリティー 

１）ＩＦＵ（IniFileUtility） 

・使用通信ポートの指定、モデムタイプの指定 

・リアルＣＳＶ出力のON/OFF、出力先フォルダの指定 

 各ユニットのデータ読出時にファイル作成、ファイル名は「先頭データのタイムスタンプ＋ユニット名称．CSV」 

・バックアップファイルの出力先フォルダの指定           （年月日時分秒） 

・ＷＳＶ（WirelessSenssingViewer）を起動する前に設定すること 

２）ＢＦＶ（BackupFileViewer） 

・監視開始時間で選択した監視単位の過去の監視トレンド、警報履歴、イベント履歴、詳細一覧を表示 

 表示仕様は７－２ ２）過去トレンドと同様 

・警報履歴、イベント履歴は、最新の１０００件まで記録。 

・不要となったバックアップファイルを監視単位で削除可能 

・表示検索時刻より以前の３６００データをＣＳＶファイル出力、出力先フォルダの指定 

・バックアップファイルの参照フォルダの指定 

 

 

２０－１４．製品形態および付属品 

 

ＣＤ－ＲＯＭ １枚 

取扱説明書（95691-2207-0000） １冊 

ＲＳ－２３２Ｃクロスケーブル（9pin ﾒｽ―9pin ﾒｽ） １本 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １）本書の内容の一部または全部を無断で転載することは堅くお断り致します。 

  ２）本書の内容に関して、将来予告なしに変更することがあります。 
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